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このたびは、ビデオトロン製品をお買い上げいただきありがとうございました。 

安全に正しくお使いいただくため、ご使用の前にこの取扱説明書を必ずお読みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



I 

 

この製品を安全にご使用いただくために 

 

警告 

誤った取扱いをすると死亡または重傷、火災など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）電源プラグ、コードは 

・定格で定められた電源以外は使用しないでください。 

・差込みは確実に。ほこりの付着やゆるみは危険です。 

・濡れた手でプラグの抜き差しを行わないでください。 

・抜き差しは必ずプラグを持って行ってください。コードを持って引っ張らないでください。 

・電源コードは巻かずに、伸ばして使用してください。 

・電源コードの上に重い物を載せないでください。 

・機械の取り外しや清掃時等は必ず機械の電源スイッチを OFF にし、電源プラグを抜いてから行ってください。 

 

２）本体が熱くなったら、焦げ臭いにおいがしたら 

・すぐに電源スイッチを切ってください。電源スイッチのない機械の場合は、電源プラグを抜くなどして電源の供給を 

停止してください。機械の保護回路により電源が切れた場合、あるいはブザー等による警報がある場合にもすぐに 

電源スイッチを切るか、電源プラグを抜いてください。 

・空調設備を確認してください。 

・しばらくの間機械に触れないでください。冷却ファンの停止などにより異常発熱している場合があります。 

・機械の通風孔をふさぐような設置をしないでください。熱がこもり異常発熱の原因になります。 

・消火器の設置をお勧めします。緊急の場合に取り扱えるようにしてください。 

 

３）修理等は、弊社サービスにお任せください 

・感電・故障・発火・異常発熱などの原因になりますので、弊社サービスマン以外は分解・修理などを行わないでください。 

・故障の場合は、弊社 サポートセンターへご連絡ください。 

 

４）その他 

・長期に渡ってご使用にならない時は電源スイッチを切り、安全のため電源プラグを抜いてください。 

・質量のある機械は一人で持たず、複数人でしっかりと持ってください。転倒や機械の落下によりけがの原因になります。 

・冷却ファンが回っている時はファンに触れないでください。ファン交換などは必ず電源を切り、停止していることを確かめて 

から行ってください。 

・車載して使用する場合は、より確実に固定してください。転倒し、けがの原因になります。 

・ラックマウントおよびラックの固定はしっかりと行ってください。地震などの災害時に危険です。 

・機械内部に異物が入らないようにしてください。感電・故障・発火の原因になります。 

 
 
 
 
 
 
 



II 

 

 
 
 
 
 

注意 

誤った取扱いをすると機械や財産の損害など重大な結果を招く恐れがあります。 

 

１）機械の持ち運びに注意してください 

・落下等による衝撃は機械の故障の原因になります。 

また、足元に落としたりしますとけがの原因になります。 

 

２）外部記憶メディア対応の製品では 

・規格に合わないメディアの使用はドライブ・コネクタの故障の原因になります。 

マニュアルに記載されている規格の製品をご使用ください。 

・強い磁場がかかる場所に置いたり近づけたりしないでください。内部データに影響を及ぼす場合があります。 

・湿気やほこりの多い場所での使用は避けてください。故障の原因になります。 

・大切なデータはバックアップを取ることをおすすめします。 

 

 

●定期的なお手入れをおすすめします 

・ほこりや異物等の浸入により接触不良や部品の故障が発生します。 

・お手入れの際は必ず電源を切り、電源プラグを抜いてから行ってください。 

また、電解コンデンサー、バッテリー他、長期使用务化部品等は事故の原因につながります。 

安心してご使用していただくために定期的な（５年に一度）オーバーホール点検をおすすめします。 

期間、費用等につきましては弊社 サポートセンターまでお問い合わせください。 

 

 

※上記現象以外でも故障かなと思われた場合やご不明な点がありましたら、弊社 サポートセンターまでご連絡ください。 

  



III 

 

保証規定 

 

① 本製品の保証期間は、お買い上げ日より１年間とさせていただきます。 

なお、保証期間内であっても次の項目に該当する場合は有償修理となります。 
 

（1）ご利用者様での、輸送、移動、落下時に生じた製品破損、損傷、不具合。 

（2）適切でない取り扱いにより生じた製品破損、損傷、不具合。 

（3）火災、天災、設備異常、供給電圧の異常、不適切な信号入力などにより生じた破損、損傷、不具合。 

（4）当社製品以外の機器が起因して当社製品に生じた破損、損傷、不具合。 

（5）当社以外で修理、調整、改造が行われている場合、またその結果生じた破損、損傷、不具合。 

 

② 保証は日本国内においてのみ有効です。【This Warranty is valid only in Japan.】 

 

③ 修理責任免責事項について 

当社の製品におきまして、有償無償期間に関わらず出来る限りご依頼に沿える修理対応を旨としておりますが、

以下の項目に該当する場合はやむをえず修理対応をお断りさせていただく場合がございます。 
 

（1）生産終了より７年以上経過した製品、及び製造から１０年以上経過し、機器の信頼性が著しく低下した製品。 

（2）交換の必要な保守部品が製造中止により入手不可能となり在庫もない場合。 

（3）修理費の総額が製品価格を上回る場合。 

（4）落雷、火災、水害、冠水、天災などによる破損、損傷で、修理後の恒久的な信頼性を保証出来ない場合。 

 

④ アプリケーションソフトについて 
 

（1）製品に付属しているアプリケーションは、上記規定に準じます。 

（2）アプリケーション単体で販売している場合は、販売終了より３年経過した時点で、サポートを終了いたします。 

 

 

※紙の保証書は廃止し、製品のシリアル番号で保証期間内外の判断をさせていただいております。 

 

何卒、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

  



  

････････････････････ 目 次 ････････････････････ 

この製品を安全にご使用いただくために ................................................ I 

保証規定 ......................................................................... III 

1．概 説 ........................................................................... 1 

2．機能チェック ...................................................................... 2 

1．構 成 ............................................................................... 2 

2．筐体への取り付け ..................................................................... 3 

3．機能チェック接続 ...................................................................... 3 

4．POWER ONまでの手順 .................................................................. 4 

5．基本動作チェック ...................................................................... 5 

3．各部の名称と働き .................................................................. 6 

1．メインモジュール／コネクターモジュール .................................................. 6 

2．MTX-70P-42、MTX-70P-42L （オプション） ................................................ 9 

4．操作方法 ........................................................................ 13 

1．基本操作 ........................................................................... 13 

2．メニューツリー ....................................................................... 14 

3．各機能説明 ......................................................................... 17 

（1）SYSTEM 設定 ....................................................................... 17 

（2）CONFIG 設定 ....................................................................... 23 

（3）VIDEO 設定......................................................................... 30 

（4）AUDIO 設定 ........................................................................ 32 

（5）MATRIX SET 設定 ................................................................... 33 

（6）LOAD PST 設定 ..................................................................... 34 

（7）START SET 設定 .................................................................... 34 

（8）SEQUENCE 設定 .................................................................... 35 

（9）INFO 設定 .......................................................................... 37 

4．クロスポイントの切り換えについて ...................................................... 38 

5．プリセットパターンについて ............................................................ 38 

6．RS-422 制御について ................................................................. 39 

7．SNMP 制御について .................................................................. 49 

8．GPI-70B との接続 .................................................................... 52 

9．電源起動時設定について .............................................................. 54 

10．MTX-70P-42、MTX-70P-42L による操作 ................................................ 55 

11．シーケンスモードについて ............................................................ 60 

12．フェーダー制御について .............................................................. 61 

13．4KFS モードについて ................................................................ 63 

14．GENLOCK の位相調整について ....................................................... 64 

5．外部インターフェイス............................................................ 66 



 

6．SNMP .......................................................................... 72 

7．工場出荷設定 （ディップスイッチの操作） .............................................. 76 

8．トラブルシューティング ............................................................. 77 

9．仕 様 .......................................................................... 81 

1.機 能 ............................................................................... 81 

2.定 格 ............................................................................... 83 

3.性 能 ............................................................................... 84 

10．ブロック図 .................................................................... 85 

11．外形図 ........................................................................ 86 



 

1 

1．概 説 
 

MTX-70-42Fは3G/HD-SDI信号対応の4×2マトリックススイッチャーです。入力部にFS／AVDLを内蔵し、用途に 

合わせて選択できます。6種類の動作モードを持ち、“4×2のマトリックススイッチャー”の他に、“4×1セレクター”、

“PV付4×1スイッチャー”、“2CH FS/AVDL”としてご使用できます。また入力チャンネルの切り替え時のトランジショ

ン効果として、映像、音声共にカット／フェード／ディゾルブの選択が可能です。切り替え制御の手段は、専用パネ

ル（MTX-70P-42／MTX-70P-42L）による手動制御の他に、GPI、RS-422、SNMPによる外部制御が可能です。 

 

《特 長》 

 非同期入力対応の 4×2マトリックススイッチャー※1 

 用途に合わせて6種類の動作モードから選択 

 入力チャンネルごとにFS、AVDLを選択可能 

 SMPTE424M、SMPTE292Mに対応 

 3G-Level A／B変換機能搭載 ※2 

 字幕・局間制御パケット（ARIB STD-B37、STD-B39）通過 ※3 

 音声は16ch対応 ※4、※5 

 入力断フリーズ機能搭載。接点による強制フリーズ制御も可 

 映像、音声のカット／フェード／ディゾルブが可能 

 電源起動時のクロスポイント設定は、電源遮断時の設定を保持 

 電源起動時、任意のプリセットパターンを指定することも可能 ※6 

 オプションのGPI-70Bを使用すると、プリセットパターンの接点制御が可能 ※7 

 オプションパネルMTX-70P-42、MTX-70P-42Lによる手動制御に対応 

 MTX-70P-42、MTX-70P-42Lを8台までカスケード接続可能 

 3G-SDIのペイロードは、スルー／上書きの設定が可能 

 前段機器の信号切り替えによる映像、音声のショック軽減機能搭載 ※8 

 電源断で、SDI IN1の信号が OUT1へバイパスするエマージェンシースルー機能搭載 

 RS-422によるリモート制御に対応 ※9 

 MTX-70-42Fを2台使用すると、4Kクワッドリンク用のFSとして使用することが可能 ※10 

 Vbus筐体のLAN端子を使用して、SNMPの監視、及びリモート制御に対応 ※9 

 

※1 異なる信号フォーマットの混在不可。ただし FS 入力部の 3G 信号においては同じフレームレートであれば Level A/B の混在可能。  

※2  動作フォーマットを 3G、入力部をFS に設定した場合、同じフレームレートであれば Level A⇔Level B を自動変換します。 

※3 スイッチングポイントの次のラインを除く VANC の Y 領域が通過します。HANC については音声パケット以外削除されます。ただし、 

入力部を全て AVDL、SRC を AUTO、音声のトランジションをカットに設定した場合、HANC、VANC 全て無加工で通過します。  

※4 入力部を全て AVDL、SRC を AUTO、音声のトランジションをカットに設定した場合、3G-Level B の 32ch の音声に対応します。 

2ch モードにおいては入力部を AVDL、SRC を AUTO、音声のトランジションをカットに設定した場合、 3G-Level B の 32ch の音声に 

対応します。 

※5 映像に非同期のエンベデッド音声は対応しておりません。  

※6 プリセットパターンは 16 種類。入出力のすべての組み合わせがプリセットされています。  

※7 GPI-70B は MTX-70-42F の RS-422 I/F を占有します。設定により直接的にマトリックスを接点で切り替えることも可能です。  

※8 入力の位相が REF 信号に同期しており、かつブランキングスイッチをした場合、映像はショックレスで切り替わります。入力信号が 

非同期の場合、入力部の FS 機能を有効にすると音声はショックレスで切り替わりますが、映像は完全なショックレス動作はできません。 

入力断フリーズ機能を併用すると、ショックを軽減できます。  

※9 簡易制御アプリケーションを付属しています。  

※10 MTX-70-42F背面の PANEL 端子を接続し、FS のメモリ制御を同期させます。 
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2．機能チェック 
 

1．構 成 

【本 体】 

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 1 メインモジュール MTX-70-42F 1  

 2 コネクターモジュール  1  

 
3 MTX-70 アプリケーションソフト CDROM 1 

RS-422 制御ソフト、SNMP 制御ソフト 

ボタンエディット ※1 

 4 取扱説明書  1 本書 

 

【MTX-70P-42】 （オプション） 

 

【MTX-70P-42L】 （オプション） 

 

【MTX-70P-02】 （オプション） 

 

【MTX-70-04】 （オプション） 

 

【MTX-70-05】 （オプション） 

 

【GPI-70B】 （オプション） 

 

【USB-422】 （オプション） 

 

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 1 4×2 対応ﾏﾄﾘｯｸｽｽｲｯﾁｬｰﾊﾟﾈﾙ MTX-70P-42 1 漢字表示対応 

 2 電源ケーブル 2m 1  

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 1 4×2 対応ﾏﾄﾘｯｸｽｽｲｯﾁｬｰﾊﾟﾈﾙ MTX-70P-42L 1 ローコスト版、漢字表示非対応 

 2 電源ケーブル 2m 1  

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 1 パネルスイッチカバー MTX-70P-02 1 出力ボタンの誤操作防止用 

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 1 GPI-70B 接続ケーブル MTX-70-04 1 GPI-70B との接続で使用 

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 1 RS-422 変換ケーブル MTX-70-05 1 一般的な Dsub-9 RS-422 I/F に変換 

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 1 メインモジュール GPI-70B 1 接点でプリセットパターン切換 

 2 コネクターモジュール  1  

 3 RS-422 ケーブル 60cm 1 クロスケーブル 

 4 取扱説明書  1  

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 
1 汎用USB RS-422 変換ｵﾌﾟｼｮﾝ USB-422 1 

UTS-422 

RS-422 ピン変換ケーブル（3ｍ） 
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【RM-94】 （オプション） 

 

※ MTX-70アプリケーションソフトのシステム条件 

  ・OS     Windows® 7 Professional/Ultimate 32/64bit、Windows® 8.1 Pro 32/64bit、 

         Windows® 10 Pro 32/64bit、Windows® 11 Pro 64bit   

  ・CPU    Intel CPU 2 コア以上で 1.5GHz 以上 

  ・メモリ   2GB 以上 

  ・ディスプレィ    XGA(1024×768 ピクセル)以上 

  ・カラー    32 ビットカラーモード(必須) 

  ・ハードディスク又は SSD    500MB 以上の空き領域 

  ・ネットワーク(LAN)    100BASE 以上 

 

 

2．筐体への取り付け 

ご使用の際には、コネクターモジュール及びメインモジュールを筐体に取り付けてください。 

実装方法については「Vbus-70シリーズ取扱説明書」を参照してください。 

 

3．機能チェック接続 

背面

HD-SDI信号　D

HD-SDI信号　C

HD-SDI信号　B

HD-SDI信号　A

HD-SDI信号
出力2

HD-SDIモニター

MTX-70P-42（オプション）

MTX-70P-42背面のPANEL IN端子とBNCケーブルで接続します。

HD-SDIモニター

HD-SDI信号 出力1
（Eスルー対応）

 

図2.1 機能チェック接続図 

  

 番号 品名 型名・規格 数量 記事 

 1 ラックマウントキット RM-94 1 MTX-70P-42,L のラックマウント用 
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4．POWER ON までの手順 
 

（１）メインモジュール及びコネクターモジュールを筐体へ正しくセットします。 

 

（２）筐体の電源プラグをAC100Vのコンセントに接続します。 

 

（３）Vbus-70シリーズ筐体に BBS信号を入力し、モジュールにリファレンス信号を分配する設定に 

してください。 

 

（４）映像の異なる1080i/59 HD-SDI信号を2～4系統用意します。 

これらのHD-SDI信号をMTX-70-42FのSDI IN1～4にBNCケーブルで接続してください。 

 

（５）MTX-70-42FのOUT1、OUT2をBNCケーブルでHD-SDIモニターの入力端子に接続してください。 

OUT1はエマージェンシースルー対応の出力ですので、電源断の状態ではSDI IN1の信号が 

モニターに出力されます。 

 

（６）筐体の電源スイッチをONにすると、筐体のパワーランプが点灯します。 
 

※上記の手順は、工場出荷設定の状態における手順になります。 

※REF IN入力に対応していないVbus-70シリーズ筐体を使用する場合、MTX-70-42F背面のREF IN端子 

にBBS信号、または1080i/59のHD SYNCを入力し、MTX-70-42FのREFFERENCE設定を”EXT SUB”から 

”EXT DIR”に変更してください。変更方法はMENUスイッチを押して、SYS→REF→EDIRを選択し、SETを 

押してください。 

 

 

【オプションのMTX-70P-42、MTX-70P-42Lを使用する場合の追加手順】 

（７）MTX-70P-42，Lの電源プラグをAC100Vのコンセントに接続します。 

 

（８）MTX-70P-42，LのPANEL INとMTX-70-42FのPANELをBNCケーブルで接続します。 

 

（９）MTX-70P-42，Lの電源スイッチをONにすると、MTX-70P-42，Lのステータスランプが緑色に 

点灯します。 
 

※ステータスランプが橙色に点滅している場合、接続を再確認してください。 
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5．基本動作チェック 

下記の操作で本機が正常に動作していることをチェックします。 

正常に動作しない場合は 「8．トラブルシューティング」を参照してください。 

 

（１）前項の「POWER ONまでの手順」に従いそれぞれのケーブルを接続します。 

 

（２）工場出荷設定では、SDI IN1に入力している信号が、SDI OUT1へ出力されます。 

映像信号が正常に出力されていることを確認してください。 

 

（３）下記の操作で、SDI IN2に入力している信号が、SDI OUT1へ出力されるように、クロスポイントの 

変更を行います。 

 

（４）本体正面のMENUが消灯している状態で、MENUを押します。MENUを押すとMENUが赤点灯し、 

メニュー階層に入ります。OUT2の出力画面にオンスクリーンメニューが表示されます。 

この状態 でMATRIX SET→OUT1→CH2を選択しSETを押します。 
 

※ 本書では、”   ”で囲われた文字は本体正面のスイッチを指します。また、メニュー操作は、MENU、

SETと、 

MENU、SETの下に配置されている選択ツマミを使用して行います。 

 

（５）正しく操作が行われると、SDI IN2に入力している信号が、SDI OUT1へ出力されます。 
 

※クロスポイントの変更が正常にできなかった場合は、MENUのランプが消えるまで、MENUを数回押して 

から、再度（４）の手順から操作を行ってください。 

 

 

【オプションのMTX-70P-42、MTX-70P-42Lを使用する場合の動作チェック】 

（１）前項の「POWER ONまでの手順」に従いそれぞれのケーブルを接続します。 

 

（２）工場出荷設定では、SDI IN1に入力している信号が、SDI OUT1へ出力されます。 

映像信号が正常に出力されていることを確認してください。 

 

（３）下記の操作で、SDI IN2に入力している信号が、SDI OUT1へ出力されるように、クロスポイントの変更を 

行います。 

 

（４）ステータスランプが緑色に点灯していることを確認してください。ステータスランプが消灯、あるいは橙色 

に点滅している場合、MTX-70P-42，Lの操作は無効状態です。ケーブルの接続を再確認してください。 

 

（５）MTX-70P-42，LのOUTPUT1列の 2 のボタンを押すと、ボタンが明るく発光し、クロスポイントの変更が 

行われます。SDI IN2の信号がSDI OUT1へ出力されます。 
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3．各部の名称と働き 
 

1．メインモジュール／コネクターモジュール 

 

正面 背面

（１）

（３）

（２）

（４）

（５）（６）

（７）

（13）

（12）

（11）

（10）

（８）

（９）

（15）

（14）

 
 

図3.1 メインモジュール／コネクターモジュール正面図 

 

メインモジュール基板

(16)

 

1 2 3 4 5 6 7 8

O N

S
W

2

上にするとスイッチの設定が「ON」です。 

(16) の拡大図

 

図3.2 メインモジュール基板面図 

（１）REF INランプ 

MENU→SYSTEM→REFERENCEの設定に応じた適切なリファレンス信号を受信している時、緑色点灯し

ます。 

リファレンス信号を正常に受信すると緑色点灯します。リファレンス信号が不適切な場合は橙色点灯し、

未入力の時は橙色点滅します。 
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（２）表示器 

MENUボタンを押すと設定メニューが表示されます。 

メニュー階層から抜けているときは機種名がスクロールし、各種設定内容を表示します。 

【表示内容】MTX-70-42F⇒ 

LINE信号のフォーマット（59i/50i/59pA/50pA/59pB/50pB/24sF/23sF/24p/23p/NONE）⇒ 

動作モード（4x2/4x1/OAPV/OAPX/2CH/4KFM/4KFS）⇒ 

クロスポイントの状態（1/2/3/4  1/2/3/4）⇒MTX-70-42F を繰り返します。 

動作モードが”4KFM/4KFS”の時は、MAINとSUBの接続状態を表示します。 

正常に接続している時は、表示器に”SYNC”と表示します。”NG”と表示した場合は、MAIN側とSUB側の

設定か接続が正しくありませんので、確認してください。 

基板上のチップクーリングFANの回転数が規定値を下回った場合、”FAN ERR”と表示されます。 

 

（３）MENUボタン 

MENUボタンを押すことで各種設定のメニューモードへ切り替えます。メニュー階層に入ると（オンスク

リーンメニュー表示中）、ボタンが赤色に点灯します。 

※本書内でMENUは本体正面のボタンを意味します。 

 

（４）ＥＮＴＥＲボタン 

各種設定を行う時に、メニュー項目を決定する時に押します。 

※本書内でENTERは本体正面のボタンを意味します。 

 

（５）選択ツマミ 

各種設定を行う時に、メニュー項目の選択や数値決定を行う選択ツマミです。 

 

（６）取手 

筐体への取り付け、取り外しなどを行う場合はこの部分を持ちます。 

 

（７）REF IN 

リファレンス信号の入力端子です。BBS、3値SYNCに対応しています。 

 

（８）PANEL 

オプションの操作パネルMTX-70P-42、MTX-70P-42Lの接続端子です。 

4KFSモードで使用する場合、この端子を通じて二台のMTX-70-42Fを接続します。 

 

（９）GPI/RS-422 

4接点入力、4接点出力、及びRS-422信号が統合された高密度Dsub-15ピンの端子です。 

 

（10）SDI IN1 

SDI信号の入力端子です。エマージェンシースルーに対応しており、電源断時はOUT1の出力へ 

バイパスします。 

対応フォーマットは3G SDI Level-A/Bの1080p/59/50、HD SDIの1080i/59/50、1080psf/23/24、

1080p/23/24の信号です。異なるフォーマットの信号は混在できませんが、同じフレームレートであれば

3G SDIのLevel A、Bについては混在可能です。 

 

（11）SDI IN2 

SDI信号の入力端子です。 

 

（12）SDI IN3 

SDI信号の入力端子です。 
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（13）SDI IN4 

SDI信号の入力端子です。 

 

（14）OUT1 

SDI信号の出力端子です。電源が遮断された時、SDI IN1の入力信号がバイパス出力されます。 

 

（15）OUT2 

SDI信号の出力端子です。MENUボタンを押したとき、オンスクリーンメニューが表示されます。 

設定でオンスクリーンメニューを強制的に非表示にすることもできます。 

 

（16）DIP SW（SW2） 

図3-1.2のように基板上のDIPスイッチ(SW2)の設定で工場出荷時の初期化や動作の指定ができます。 
 

       通常使用設定         初期化設定 

 

 

図3-2 DIPスイッチ 

 

1）DIPSW-2  GPI-70B プリセットタリー出力設定 

オプションのGPI-70B使用時、プリセットパターンのタリー信号出力条件を設定します。 

DIP SW-2 GPI-70B プリセットタリー出力設定 

OFF 
プリセットされている内容からその他の制御でクロスポイントに変更があった

場合に、ディセーブルされます。 

ON 
プリセットされている内容からその他の制御でクロスポイントが変更されても、

イネーブルを保持します。 

 

2）DIPSW-3 GPI-70B 接点入出力機能設定 

オプションのGPI-70B使用時、接点入出力の機能を設定します。 

DIP SW-3 GPI-70B タリー機能設定 

OFF プリセットパターンを切り替えます。 

ON フリーアサインで切り替えます。 

 

3）DIPSW-6 キートップデザインの初期化設定 

DIP SW-6 キートップデザイン初期化設定 

OFF 通常動作 

ON キートップデザイン初期化有効 

キートップデザインを工場出荷時のイメージにする際、使用します。詳細は「7．工場出荷設定」の項を 

参照してください。フラッシュメモリーを初期化しますので、ログもクリアされます。 

 

4）DIPSW-8 設定データの初期化設定 

DIP SW-8 初期化設定 

OFF 初期化設定無効 

ON 初期化設定有効 

SW2-8番をON設定にし、筐体電源を入れると設定データが初期化されます。設定が初期化されている 

ことを確認したら、筐体電源をOFFします。メインモジュールを外し、初期化無効(OFF設定)に戻します。 

※未割当のスイッチは必ずOFFに設定してください。正常に動作しない場合があります。  

1 2 3 4 5 6 7 8

O N

S
W

2

1 2 3 4 5 6 7 8

O N

S
W

2
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2．MTX-70P-42、MTX-70P-42L （オプション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.3 MTX-70P-42 正面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.4 MTX-70P-42L 正面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.5 MTX-70P-42、MTX-70P-42L 背面図 

 

（１） OUTPUT1の入力ソース選択ボタン1～4 

OUTPUT1の入力ソースを選択するボタンです。SDI IN1～4に入力している信号に対応します。 

デフォルトで1～4の数字が表示されます。入力ソース毎に任意の漢字を表示させることができます。 

選択されているチャンネルのバックライトが強く発光します。（動作モードが4×2・4×1の時） 

PST列の入力ソースを選択するボタンになります。（動作モードがOAPV・OAPXの時） 

入力ソースボタンを押しながら、電源を投入すると、電源投入時設定を行います。【電源投入時設定について】

を参照してください。入力ソースボタンを押しながら、パネルロックスイッチをONにすると、入力INHIBIT設定

を行います。【入力INHIBIT設定について】を参照してください 

（1）

（8） （9） （10） （12）

（11）（5） （6） （7）

（2）（13） （13）

（3）

（8） （9） （10） （12）

（11）（5） （6） （7）

（4）（13） （13）

 

（14）

（15）

（16）

（18）

（17）
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（２） OUTPUT2の入力ソース選択ボタン1～4 

OUTPUT2の入力ソースを選択するボタンです。SDI IN1～4に入力している信号に対応します。 

デフォルトで1～4の数字が表示されます。入力ソース毎に任意の漢字を表示させることができます。 

選択されているチャンネルのバックライトが強く発光します。（動作モードが4×2の時） 

トランジションモードの選択と、CHANGEを実行するボタンになります。（動作モードがOAPV・OAPXの時） 

左から、CUT・FADE・DSLV(DISSOLVE)・CHG(CHANGE)の順になります。 

CHANGE実行中は、トランジションモードの選択ができません。 

動作モードが4×1モードの時は、表示しません。入力ソースボタンを押しながら、パネルロックスイッチをON

にすると、入力INHIBIT設定を行います。【入力INHIBIT設定について】を参照してください。 

 

（３） OUTPUT1の入力ソース選択ボタン1～4 

OUTPUT1の入力ソースを選択するボタンです。SDI IN1～4に入力している信号に対応します。 

選択されているチャンネルが緑色に点灯します。（動作モードが4×2・4×1の時） 

PST列の入力ソースを選択するボタンになります。（動作モードがOAPV・OAPXの時） 

入力ソースボタンを押しながら、電源を投入すると、電源投入時設定を行います。【電源投入時設定について】

を参照してください。入力ソースボタンを押しながら、パネルロックスイッチをONにすると、入力INHIBIT設定

を行います。【入力INHIBIT設定について】を参照してください。 

 

（４） OUTPUT2の入力ソース選択ボタン1～4 

OUTPUT2の入力ソースを選択するボタンです。SDI IN1～4に入力している信号に対応します。 

選択されているチャンネルが緑色に点灯します。（動作モードが4×2の時） 

トランジションモードの選択と、CHANGEを実行するボタンになります。（動作モードがOAPV・OAPXの時） 

左から、CUT・FADE・DSLV(DISSOLVE)・CHG(CHANGE)の順になります。 

CHANGE実行中は、トランジションモードの選択ができません。 

動作モードが4×1モードの時は、表示しません。 

入力ソースボタンを押しながら、パネルロックスイッチをONにすると、入力INHIBIT設定を行います。 

【入力INHIBIT設定について】を参照してください。 

 

（５） OUTPUT1のLOCALランプ 

OUTPUT1に対して、橙色点灯時、手動でクロスポイントの変更が可能です。 

消灯時はクロスポイントの手動操作が無効です。 

 

（６） OUTPUT1のREMOTE/LOCAL切り換えスイッチ 

OUTPUT1に対して、REMOTE、LOCALの有効、無効の設定ができます。 

REMOTE、LOCALどちらも有効、無効の設定が可能で、4通りの組み合わせがあります。この操作は 

カスケードしている全てのパネルに連動します。 

シーケンスモードの指定が OUTPUT1で実行がONの時、REMOTE ONでシーケンスモードが動作します。 

 

（７） OUTPUT1のREMOTEランプ 

OUTPUT1に対して、緑色点灯時、リモートでクロスポイントの変更が可能です。 

消灯時はクロスポイントのリモート操作が無効です。 
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（８） OUTPUT2のLOCALランプ 

OUTPUT2に対して、橙色点灯時、手動でクロスポイントの変更が可能です。 

消灯時はクロスポイントの手動操作が無効です。 

動作モードが、”4X2”モード以外の時は、無効です。 

 

（９） OUTPUT2のREMOTE/LOCAL切り換えスイッチ 

OUTPUT2に対して、REMOTE、LOCALの有効、無効の設定ができます。 

REMOTE、LOCALどちらも有効、無効の設定が可能で、4通りの組み合わせがあります。この操作は 

カスケードしている全てのパネルに連動します。 

シーケンスモードの指定がOUTPUT2で実行がONの時、REMOTE ONでシーケンスモードが動作します。 

動作モードが、”4X2”モード以外の時は、無効です。 

 

（１０） OUTPUT2のREMOTEランプ 

OUTPUT2に対して、緑色点灯時、リモートでクロスポイントの変更が可能です。 

消灯時はクロスポイントのリモート操作が無効です。 

動作モードが、”4X2”モード以外の時は、無効です。 

 

（１１） STATUSランプ 

MTX-70P-42，Lが操作可能な状態の時、緑色に点灯します。 

橙色点滅時は、操作ができません。接続に問題が無いか確認してください。 

緑色点滅時は、MTX-70P-42，LがMTX-70-42Fからボタンの表示データ受信している時です。 

電源起動時や、通信ケーブルを抜き差しした時、この状態になります。この時、パネルの操作はできません。 

 

（１２） パネルロックスイッチ 

MTX-70P-42，Lの操作を禁止します。この操作はカスケードしているその他のパネルに連動しません。 

入力ソースボタンを押しながら、パネルロックスイッチをONにすると、入力INHIBIT設定を行います。 

【入力INHIBIT設定について】を参照してください。 

 

（１３） スイッチカバー取り付け用ネジ穴 

オプションのMTX-70P-02を取り付けるネジ穴です。OUTPUT１の列、またはOUTPUT2の列に誤操作防止用

のカバーを取り付けることができます。 

 

 

図3.6 スイッチカバー装着イメージ 

 

（１４） 電源ケーブル固定金具 

電源ケーブルの抜け防止です。運用時は、必ず電源ケーブルを固定してお使いください。 

 

（１５） ACインレット 

電源ケーブルを接続します。 

 

（１６） パワースイッチ 

電源スイッチです。電源をOFFにすると、エマージェンシースルー機能が働きますので、カスケード接続して 

いるその他のリモートパネルの操作には影響を与えません。 
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（１７） PANEL INコネクター 

MTX-70-42FのPANEL端子と接続してください。カスケード時は、他のMTX-70P-42，LのPANEL OUT端子 

と接続します。 

 

（１８） PANEL OUTコネクター 

MTX-70P-42，Lを複数台同時使用する、カスケード接続時に使用します。他のMTX-70P-42，LのPANEL IN 

端子と接続します。 

 

【電源投入時設定について】 

入力ソースボタンを押しながら、電源を投入すると、パネル単体の各種設定ができます。設定が完了す

ると、１秒間ブザーが鳴りますので、ボタンを離してください。その後、パネルは接続動作に入ります。 

各入力ソースボタンに割り当てられている機能は以下の通りです。 

OUTPUT1-３： クロスポイント操作時のブザー吹鳴をONにします。 

OUTPUT1-４： クロスポイント操作時のブザー吹鳴をOFFにします。 

OUTPUT2-３： 入力INHIBIT設定を全てクリアします。 

OUTPUT2-４： パネル単体の各種設定を工場出荷時設定にします。 

この設定はパネルの不揮発性メモリに記録されますで、電源を切っても保持されます。 
 

※工場出荷時設定： 

クロスポイント操作時のブザー吹鳴ON、入力INHIBIT設定全てクリア。 
 

※複数ボタンの同時押しは、操作が無効になります。 

 

 

【入力INHIBIT設定について】 

入力ソースボタンの操作無効/有効の切り替えができます。指定した入力ソースボタンの操作を抑制 

できます。誤って他系統の入力を選択するのを防ぎます。 

ON … 入力ソースボタンの操作を無効にします。 

OFF … 入力ソースボタンの操作を有効にします。 

入力ソースボタンを押しながら、パネルロックスイッチをONにすると、入力INHIBIT設定モードに入り 

ます。 

現在OFFになっている入力ソースボタンが点滅しますので、ONにする入力ソースボタンを押して、消灯 

させます。入力ソースボタンは、押す毎にOFFとONが切り替わります。最後に、パネルロックスイッチを

OFFにして、設定完了します。INHIBITがONになっている入力ソースボタンは、ビットマップを表示した状

態で、消灯します。 

この設定はパネルの不揮発性メモリに記録されますで、電源を切っても保持されます。 
 

※動作モードに関係無く、ボタンの操作が抑制できます。 
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4．操作方法 
 

1．基本操作 

（1） 電源投入直後は、モジュール正面の表示器には機種名「MTX-70-42F」と映像フォーマット、動作モード、

現在のクロスポイントの状態が順に表示されます。 

 

M T X -

7 0X -

7 0 - 4

F2- 4

Ｂp5 9

MTX-70-42Fの文字がスクロールします

動作フォーマット情報が表示されます。

2x4 動作モードが表示されます。

42 クロスポイント情報が表示されます。

 

 
 

（2） 上図で”24”と示される時は、左から出力チャンネル1、2のクロスポイント情報を表しています。 

この例では、SDI OUT1にSDI IN2、SDI OUT2にSDI IN4が割り当てられていることを意味します。 

 

（3） モジュール正面のMENUを押すとスイッチが赤点灯し、設定メニューに入ります。 

設定メニューの階層下で未操作状態が10分間続くと、自動的にメニュー階層を抜けます。 

 

（4） 選択ツマミを左右に回して設定メニューの項目を選択します。 

 

（5） 設定メニューをキャンセルする場合、MENUを押します。 

 

（6） SETを押して選択した項目を決定します。 

 

（7） この時選択した項目によって更に下の階層メニューに移ります。 

 

（8） MENUを押すと一つ上の階層メニューに戻ります。 

 

（9） （3）、（4）の操作を繰り返し、設定の変更を行います。 

 

（10） 項目を選択した後、その設定を決定するには必ずSETを押してください。 

SETボタンを押さないでMENUを押すと、設定はキャンセルされます。 

SETボタンを押さないで10分間放置した場合も、設定はキャンセルされます 

 

     ※設定内容は不揮発性メモリに保持されますので、電源をOFFにしても設定内容は消えません。 

      工場出荷設定に戻したい時は、「7.工場出荷設定」の項を参照してください。 
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2．メニューツリー 

MENU

システムに関する各種設定を行います。

映像フォーマットを設定します。

1080i/59.94フォーマットで動作します。

1080i/50フォーマットで動作します。

1080p/59.94 Level Aフォーマットで動作します。

1080p/50 Level Aフォーマットで動作します。

1080sF/24フォーマットで動作します。

1080sF/23.98フォーマットで動作します。

1080p/24フォーマットで動作します。

1080p/23.98フォーマットで動作します。

入力された本線映像信号に合わせた映像フォーマットで動作します。

SYSTEM 【SYS】

FORMAT 【FORM】

【59i】1080i/59

1080i/50 【50i】

【59pA】

【50pA】

【24sF】

【23sF】

【24p】

【23p】

【AUTO】

1080p/59 A

1080p/50 A

1080sF/24

1080p/24

1080p/23

1080sF/23

AUTO

リファレンス信号の供給源を選択します。

本線映像信号をリファレンス信号として使用します。（IN1の入力信号にロックします）

リファレンス信号を筐体内バスから受信します。

システムに合わせてゲンロックタイミングを調整します。

水平位置を設定します。全ポジション移動可。（dot）

垂直位置を設定します。全ポジション移動可。（dot）

【4x2】

動作モードを設定します。

MTX-70-42互換モード。4x2のマトリックススイッチャーとして動作します。

MTX-70-42の出力1と2をミラー設定にした4x1モード。MTXパネル使用可。

OA 出力1系統、PV出力1系統のモードです。TAKEでPVの映像をOAに送出します。

2系統独立、入出力チャンネル固定モードです。SDI IN1→OUT1、SDI IN2→OUT2に固定。

MODE 【MODE】

【4x1】

【OAPV】

【2CH】

4x2

4x1

OAPV

2CH

【REF】

【ESUB】

【GEN】

【H】

【V】

REFERENCE

EXT SUB

GENLOCK

H:0

V:0

ゲンロックタイミングをマニュアルで設定します。

ゲンロックタイミングを現在の入力ステータスを基に最小遅延出力に設定します。

【MANU】

【MIN】

MANUAL

MINIMUM

OUT2側のキャラクター表示オン/オフを設定します。

MENUボタンを押したとき、OUT2側にキャラクター表示します。

キャラクター表示を禁止します。

【DISP】

【ON】

【OFF】

DISPLAY

ON

OFF

最小遅延出力設定にオフセットする遅延ドット数を設定します。最大1Hの遅延可。（dot）【0】H:0

ゲンロックタイミングを最小遅延出力に設定したときのオフセットを設定します。【MIOF】MIN OFFSET

3G SDI LEVEL A/Bのペイロードについて設定します。

ペイロードを上書きします。

ペイロードをスルー出力します。

【PYLD】

【THR】

【OVWR】

PAYLOAD

THROUGH

OVERWRITE

※映像フォーマットが3Gフォーマットの時のみ有効なメニューです。

1080p/50 Level Bフォーマットで動作します。【50pB】1080p/50 B

1080p/59.94 Level Bフォーマットで動作します。【59pB】1080p/59 B

リファレンス信号をコネクター背面のREF INから受信します。

FS/AVDL 【AVFS】

【IN1】

【IN2】IN2

【FS】

【AVDL】

FS

IN1

AVDL

IN3

IN4

【IN3】

【IN4】

入力毎に、FS、またはAVDLのどちらかの機能を設定できます。

SDI IN1の設定です。

SDI IN1の入力部にFS機能を割り当てます。

SDI IN1の入力部にAVDL機能を割り当てます。

SDI IN2の設定です。

SDI IN3の設定です。

SDI IN4の設定です。

【SYNC】

【OFF】

【ON】

OFF

ON

SDI IN1とIN2、およびSDI ＩＮ3とIN4のFSを同期させます。

メモリ制御を同期させません。

メモリ制御を同期させます。

SYNC

OA 出力1系統、PV出力1系統のモードです。TAKEでPVとOAの映像をクロスします。【OAPX】OAPX

MTX-70-42Fを二台使用してクワッドリンク4KのFSを実現します。親機設定。【4KFM】4KFS MAIN

MTX-70-42Fを二台使用してクワッドリンク4KのFSを実現します。子機設定。【4KFS】4KFS SUB

【LDIR】

【EDIR】EXT DIRECT

LINE DIRECT

【ADDL】AD AVDL SDI IN1の入力部にADVANCED AVDL機能を割り当てます。
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本体の各種設定を行います。

接点制御のオルタネイト/トリガーを選択します。

接点をオルタネイト制御にします。（FRZ1～4のみ、オルタネイト設定に変更します）

接点をトリガー制御にします。

接点制御を禁止します。

接点入力のピンアサインを行います。

REMOTE入力1のピンアサインを行います。

OUT1のソースをSDI IN1に設定します。

OUT1のソースをSDI IN2に設定します。

OUT1のソースをSDI IN3に設定します。

OUT1のソースをSDI IN4に設定します。

無効にします。

メニュー項目はPIN1と同じです。※1

CONFIG 【CFG】

【REM】

【OFF】

【ALT】

【TRIG】

【RIN】

【PIN1】

【OFF】

【1IN1】

【2IN1】

【3IN1】

【4IN1】

【PIN2】

REMOTE 

OFF

ALTERNATE

TRIGGER

REMOTE IN

PIN1

OFF

IN1>OUT1

IN2>OUT1

IN3>OUT1

IN4>OUT1

PIN2～4

※1  PIN2～4の工場出荷時設定は、PIN2=2IN1、PIN3=3IN1、PIN4=4IN1になります。

接点出力のピンアサインを行います。

REMOTE出力1のピンアサインを行います。

OUT1のソースがSDI IN1を選択している時のTALLY出力。

OUT1のソースがSDI IN2を選択している時のTALLY出力。

OUT1のソースがSDI IN3を選択している時のTALLY出力。

OUT1のソースがSDI IN4を選択している時のTALLY出力。

SDI IN1において信号断、または同期信号に異常を検知した時にエラー出力。

無効にします。

リファレンス信号入力断、またはリファレンスフォーマット異常を検知してエラー出力。

OUT1のソースにおいて信号断、または同期信号に異常を検知した時にエラー出力。

SDI IN3において信号断、または同期信号に異常を検知した時にエラー出力。

SDI IN2において信号断、または同期信号に異常を検知した時にエラー出力。

SDI IN4において信号断、または同期信号に異常を検知した時にエラー出力。

メニュー項目はPIN1と同じです。※2

【ROUT】

【PIN1】

【OFF】

【1IN1】

【1IN2】

【1IN3】

【1IN4】

【ERR1】

【ERR2】

【ERR3】

【ERR4】

【REF】

【OUT1】

【OUT2】

【PIN2】PIN2～4

PIN1

REMOTE OUT

OFF

IN1>OUT1 Tally

IN2>OUT1 Tally

IN3>OUT1 Tally

IN4>OUT1 Tally

IN1 ERR

IN2 ERR

IN3 ERR

IN4 ERR

REF ERR

OUT1 ERR

OUT2 ERR

接点制御の遅延時間を設定します。

0～90フレームの範囲で設定します。（frame）

MTXシリーズのリモコンパネルに関する各種設定を行います。

リモコンパネルの操作ロック オン/オフを設定します。

リモコンパネルを操作ロックオン(操作禁止)に設定します。

RS-422シリアル制御に関する設定です。

【DLY】

【0】

【PNL】

【ON】

【OFF】

DELAY

0～90

PANEL

ON

OFF

※2  PIN2～4の工場出荷時設定は、PIN2=IN2 TALY、PIN3=IN3 TALY、PIN4=IN4 TALYになります。

【FRZ1】IN1 FREEZE

【FRZ2】IN2 FREEZE

【FRZ3】IN3 FREEZE

【FRZ4】IN4 FREEZE

TRS END Tally1 【TEND】

TRS Tally1 【TRS】

【422】

【ON】

【GP70】

RS-422

NORMAL

GPI-70B

ＳＮＭＰ制御に関する設定です。

ＳＮＭＰでクロスポイントの切替え制御等をREMOTE ONの時に行います。

【SNMP】

【REMT】

SNMP

REMOTE

RS-422標準シリアル制御を行います。

オプションのGPI-70Bを使用する時に設定します。

【OFF】OFF リモコンパネルを操作ロックオフ(操作可能)に設定します。

RS-422シリアル制御を行う時のビットレートを設定します。【RATE】RS-422 BIT RATE

【384】9600,19200,38400 9600bps、19200bps、38400bpsの何れかを選択できます。（bps）

SDI IN1の映像に対する”FREEZE/解除”を行います。オルタネイト設定時、MAKEでFREEZE。【FRZ1】IN1 FREEZE

【FRZ2】IN2 FREEZE

【FRZ3】IN3 FREEZE

【FRZ4】IN4 FREEZE

OAPVモードでPV／OA のCHANGEを行います。【CHG】CHANGE

SDI IN2の映像に対する”FREEZE/解除”を行います。オルタネイト設定時、MAKEでFREEZE。

SDI IN3の映像に対する”FREEZE/解除”を行います。オルタネイト設定時、MAKEでFREEZE。

SDI IN4の映像に対する”FREEZE/解除”を行います。オルタネイト設定時、MAKEでFREEZE。

【1IN2】

【2IN2】

【3IN2】

【4IN2】

IN1>OUT2

IN2>OUT2

IN3>OUT2

IN4>OUT2

OUT2のソースをSDI IN1に設定します。

OUT2のソースをSDI IN2に設定します。

OUT2のソースをSDI IN3に設定します。

OUT2のソースをSDI IN4に設定します。

OUT2のソースがSDI IN1を選択している時のTALLY出力。

OUT2のソースがSDI IN2を選択している時のTALLY出力。

OUT2のソースがSDI IN3を選択している時のTALLY出力。

OUT2のソースがSDI IN4を選択している時のTALLY出力。

【2IN1】

【2IN2】

【2IN3】

【2IN4】

IN1>OUT2 Tally

IN2>OUT2 Tally

IN3>OUT2 Tally

IN4>OUT2 Tally

OUT2のソースにおいて信号断、または同期信号に異常を検知した時にエラー出力。

SDI IN1の信号をフリーズしている時のTALLY出力。

SDI IN2の信号をフリーズしている時のTALLY出力。

SDI IN3の信号をフリーズしている時のTALLY出力。

SDI IN4の信号をフリーズしている時のTALLY出力。

OUT1のトランジション完了時のTALLYパルス出力。（どの動作MODEにおいても有効）

OUT1のトランジション実行中のTALLY出力。（4x2 MODEのみ有効）

TRS END Tally2 【TEND】 OUT2のトランジション完了時のTALLYパルス出力。（どの動作MODEにおいても有効）

TRS Tally2 【TRS】 OUT2のトランジション実行中のTALLY出力。（4x2 MODEのみ有効）

4KFS ERR 【4KER】 4KFSモード時の同期エラー出力。（リンクケーブルが接続されていない）

ＳＮＭＰでクロスポイントの切替え制御等をLOCAL ONの時に行います。

ＳＮＭＰによるリモート制御を禁止します。※SNMPトラップは禁止されません。

【LOCL】

【OFF】

LOCAL

OFF
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映像のトランジション効果の設定です。

カットを選択します。

FADEを選択します。

ディゾルブ（クロスフェード）を選択します。

映像に関する各種設定を行います。

トランジションタイムを設定します。フェードアウト→フェードインの各遷移時間を設定します。

フェードアウトの遷移時間を設定します。

1～1999フレームの間で設定します。（frame）

フェードインの遷移時間を設定します。

本線映像の入力が未入力の時の動作を設定します。

特別な処理をしない。メモリの残ったゴミ等がランダムに出力されることがあります。

黒味にする。

信号断直前のフレームの映像をフリーズします。

信号断直前のフィールドの映像をフリーズします。

音声に関する各種設定を行います。

【VID】

【TRS】

【CUT】

【FADE】

【DSLV】

【TIME】

【OTM】

【30F】

【ITM】

【NOSG】

【FREE】

【BLK】

【FMFZ】

【FLFZ】

【AUD】

VIDEO SETTING

TRANSITION

CUT

FADE

DISSOLV

TRANSITION TIME

OUT TIME

NO SIGNAL

FIELD FREEZE

AUDIO SETTING

ソフトウェア、ハードウェアのバージョンを表示します。

モジュールの情報を表示します。

AVDLのステータスを表示します。

【INFO】

【VER】

【AVST】

INFORMATION

VERSION

AVDL STATUS

※メニューツリー内の、灰色で網掛けした部分は工場出荷時のデフォルト設定になります。【 】内の文字は、モジュール正面の表示器に表示され
る文字を示します。

各種ステータスを表示します。【STS】STATUS

IN TIME

1～30～1999

【30F】COPY、1～30～1999

BLACK

FREE

FRAME FREEZE

クロスポイントの変更を行います。【MTX】MTX ＳＥＴＴＩＮＧ

OUT1に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します。【o1】OUT1

1～4 【1】 1～4の数字は、入力信号のチャンネルLINE IN1～4の信号を意味します。

【o2】OUT2 OUT2に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します。

1～4 【1】 1～4の数字は、入力信号のチャンネルLINE IN1～4の信号を意味します。

クロスポイントのプリセットパターンを読み込みます。全部で16種類あります。【LOAD】LOAD PRESET

【P11】PST11 プリセットパターン11を読み込みます。IN1→OUT2、IN1→OUT1を意味します。

【P44】PST44 プリセットパターン44を読み込みます。

電源起動時のクロスポイント設定を行います。

メモリーモードです。電源遮断時の設定を保持します。

電源起動時、プリセットパターン11の設定を反映させます。

電源起動時、プリセットパターン44の設定を反映させます。

シーケンスモードの設定です。

シーケンスモードのON/OFF、切り替え間隔の時間を設定します。

OFF または 1～99秒から設定します。

シーケンスモードを行う出力チャンネルを設定します。

o1、o2から設定します。o1に設定すると、OUT1の出力をシーケンスモードで実行します。

シーケンスモードで使用する入力チャンネルを設定します。

シーケンスモードで使用しません。

SDI IN4をシーケンスモードで使用するか設定します。

シーケンスモードで使用します。

シーケンスモードで使用しません。

【STRT】START SETTING

【SEQ】SEQUENCE MODE

【P11】PST11

【P44】PST44

・
・
・

【MEMO】MEMORY

【TIME】INTERVAL TIME

OFF 【OFF】

【OUT】OUTPUT CHANNEL

OUT1 【o1】

【IN】INPUT CHANNEL

INPUT1 【i1】

【ON】

【OFF】

ON

OFF

INPUT4 【i4】

【ON】

【OFF】

ON

OFF

・
・
・

SDI IN1をシーケンスモードで使用するか設定します。

シーケンスモードで使用します。

1～1999フレームの間で設定します。COPYはOUT TIMEと同時間設定になります。（frame）

AUDIO GROUP EN 出力エンベデッド音声における音声グループのイネーブル設定です。全4グループ16音声。【GPEN】

GP1

ON、OFF

GP4

・
・
・

【GP1】 音声グループ1のイネーブル設定です。※3

【GP4】 音声グループ4のイネーブル設定です。

※3 全入力をAVDL、SRCをAUTO、音声トランジションをCUTに設定した場合のみ、音声グ
ループをOFFにすることはできません。音声パケット分離せず、内部回路をバイパスする
ためです。

【ON】 ONにすると音声グループ1が有効、OFFにすると無効になります。※3

【SRC】SRC

強制的にSRCが有効になります。AVDL使用時、音声を安定させたい場合に有効です。

設定に応じてSRCが有効になります。FS機能、音声トランジションを使用した場合は有効。【AUTO】

【ON】

AUTO

ON

SRCの設定を行います。

PST12 【P12】 プリセットパターン12を読み込みます。IN1→OUT2、IN2→OUT1を意味します。

・
・
・

入力信号のペイロード情報を表示します。【PYLD】PAYLOAD

【OFF】OFF プリセットパターンを読み込みません。

～99S

 

図4.2 メニューツリー 
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3．各機能説明 

（1）SYSTEM 設定 

◇FORMAT 

モジュール正面の、 MENU ボタンを押します。ボタンランプが赤点灯し、メニュー設定モードに入ります。 

プレビュー出力に、メニュー画面が表示されます。SYSTEM から FORMAT を選択し、映像フォーマットを選択 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.1 FORMAT メニュー 

1．AUTO 

プレビュー出力のメニュー画面から、AUTO を選択し ENTER ボタンを押します。 

MTX-70-42F の LINE1 に MTX-70-42F が対応している映像フォーマットの 3G-SDI(Level-A/B)/HD-SDI 信号 

を入力します。一定時間後に映像フォーマットを自動判別し、入力された映像フォーマットで動作します。 

※AUTO はスキャンに時間がかかる為、動作フォーマットを変更する必要が無い場合は動作フォーマットを固

定することをお勧めします。AUTO設定の時、SDI IN1に入力されている信号のフォーマットが出力フォーマット

の基準になります。SDI IN1 の信号が抜けた場合、入力信号をスキャンするため出力信号が乱れます。AUTO

でお使いの際は、常に SDI IN1 の信号が存在する条件でご使用ください。 

 

◇MODE 

モジュール正面の、 MENU ボタンを押します。ボタンランプが赤点灯し、メニュー設定モードに入ります。 

プレビュー出力に、メニュー画面が表示されます。SYSTEM から MODE を選択し、動作モードを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.2 MODE メニュー 

1．4X2 モード 

プレビュー出力のメニュー画面から、4X2 を選択し ENTER ボタンを押します。 

MTX-70-42F を 4×2 のマトリックススイッチャーとして使用するモードです。 

SYSTEM FORMAT 1080i/59 

CONFIG MODE 1080i/50 

VIDEO FS/AVDL 1080p/59 A 

AUDIO REFERENCE 1080p/59 B 

MATRIX SET GENLOCK 1080p/50 A 

LOAD PST DISPLAY 1080p/50 B 

START SET PAYLOAD 1080sF/24 

SEQUENCE  1080sF/23 

INFO  1080p/24 

  1080p/23 

  AUTO 

SYSTEM FORMAT 4X2 

CONFIG MODE 4X1 

VIDEO FS/AVDL OAPV 

AUDIO REFERENCE OAPX 

MATRIX SET GENLOCK 2CH 

LOAD PST DISPLAY 4KFS MAIN 

START SET PAYLOAD 4KFS SUB 

SEQUENCE   

INFO   
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2．4X1 モード 

プレビュー出力のメニュー画面から、4X1 を選択し ENTER ボタンを押します。 

MTX-70-42F を 4×1 のセレクターとして使用するモードです。出力は 2 系統になります。 

 

3．OAPV モード 

プレビュー出力のメニュー画面から、OAPV を選択し ENTER ボタンを押します。 

MTX-70-42F を PST 出力で映像を確認してから、CHANGE で OA (PGM 出力) に送出するモードです。 

CHANGE 後、PST 列と PGM 列は同じになります。 

 

4．OAPX モード 

プレビュー出力のメニュー画面から、OAPX を選択し ENTER ボタンを押します。 

MTX-70-42F を PST 出力で映像を確認してから、CHANGE で OA (PGM 出力) に送出するモードです。 

CHANGE 後、PST 列と PGM 列は入れ替わります。 

 

5．2CH モード 

プレビュー出力のメニュー画面から、2CH を選択し ENTER ボタンを押します。 

MTX-70-42F を 2 系統の FS、または、AVDL として使用するモードです。 

入出力のチャンネルは固定で、LINE IN1 が OUT1 に出力され、LINE IN2 が OUT2 に出力されます。 

 

6．4KFS MAIN モード 

プレビュー出力のメニュー画面から、4KFS MAIN を選択し ENTER ボタンを押します。 

MTX-70-42F を 4K FS の親機として使用するモードです。 

MTX-70-42F 背面の PANEL 端子を BNC ケーブルで子機と接続します。 

詳細は「4．13．4KFS モードについて」を参照してください。 

 

※4KFS として使用する場合、MTX-70-42F を 2 台使用し、お互いを BNC ケーブルでリンクします。 

その際、どちらかを親機（4KFS MAIN）、もう一方を子機（4KFS SUB）に設定してください。 

入力信号は SDI IN1、SDI IN2 を使用します。 

 

7．4KFS SUB モード 

プレビュー出力のメニュー画面から、4KFS SUB を選択し ENTER ボタンを押します。 

MTX-70-42F を 4K FS の子機として使用するモードです。 

MTX-70-42F 背面の PANEL 端子を BNC ケーブルで親機と接続します。 
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◇FS/AVDL 

入力毎に FS または AVDL の機能を選択します。 

入力IN1～4 の設定を全て AVDL、かつ MENU→AUDIO→SRC→AUTO、更に 3G-SDI 信号の場合は、MENU→

SYSTEM→PAYLOAD→OVERWRITE、に設定した時のみ、HANC 領域が無加工で通過します。 

上記の条件のいずれかが満たされない場合、HANC のパケットは音声の 16ch 以外削除されます。また、

3G-SDI Level-B 信号入力時も最大音声チャンネル数は 16ch に制限されます。 

入力部を FS に設定すると、前段のルーター等でスイッチした際の音声ノイズをミュートすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.3 FS/AVDL メニュー 

1．IN1～IN4 

SDI IN1～SDI IN4 に FS または AVDL を設定します。 

 
 

2．SYNC 

SDI IN1 と SDI IN2、及び SDI IN3 と SDI IN4 の FS 制御を同期させます。 

リファレンス信号に非同期の動画スーパー（Fill、Key）をリファレンス信号同期に同期させたい場合に有効です。

SYSTEM→MODE→2ch、SYSTEM→MODE→FS/AVDL に設定してください。 

SYNC の設定にすることで、Fill と Key のフレームが常に一致するように制御されます。 

この場合の Fill と Key 信号はお互いに同期している必要がありますが、±3 ラインの位相差を許容します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.4 SYNC メニュー 

 

 

 

※通常は必ず OFF に設定してください。 

SYSTEM FORMAT IN1 FS 

CONFIG MODE IN2 AVDL 

VIDEO FS/AVDL IN3 AD AVDL 

AUDIO REFERENCE IN4  

MATRIX SET GENLOCK SYNC  

LOAD PST DISPLAY   

START SET PAYLOAD   

SEQUENCE    

INFO    

 1．FS ：SDI IN の入力部に FS 機能を割り当てます。 

 2．AVDL ：SDI IN の入力部に AVDL 機能を割り当てます。 

 3．AD AVDL ：SDI IN の入力部に AVDL 機能を割り当てます。入力信号が引き込み範囲を超えると 

自動的に FS 機能になります。(Advanced AVDL) 

SYSTEM FORMAT IN1 OFF 

CONFIG MODE IN2 ON 

VIDEO FS/AVDL IN3  

AUDIO REFERENCE IN4  

MATRIX SET GENLOCK SYNC  

LOAD PST DISPLAY   

START SET PAYLOAD   

SEQUENCE    

INFO    

1．OFF メモリー制御を同期させません。 

2．ON メモリー制御を同期させます。 
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◇REFERENCE 

リファレンス信号を選択します。 

入力部AVDL設定が混在する場合、必ずリファレンス信号を入力し、EXT SUB、EXT DIRECTでご使用ください。 

運用時はリファレンス信号を入力し、EXT SUB、EXT DIRECT でご使用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.5 REFERENCE メニュー 

 

1．LINE DIRECT ：ライン信号をリファレンス信号として同期します。IN1 の入力信号にロックします。 

2．EXT SUB ：リファレンス信号を筐体内バスから受信して同期します。 

3．EXT DIRECT ：リファレンス信号をMTX-70-42F背面のREF INコネクターから受信して同期します。 

MTX-70-42FはVbus筐体内部にリファレンス信号を分配する機能はありません。Vbus筐体内のその他の

モジュールにリファレンス信号を分配したい場合、Vbus 筐体のリファレンス分配機能をご使用ください。 

 

◇GENLOCK 

MTX-70-42F は、ライン入力部に 1 ライン AVDL を内蔵しています。リファレンス位相とライン信号の関係が正し

くないと映像障害の原因となりますので適切に設定してください。詳細は「4.14 GENLOCK の位相調整について」

にまとめてありますので参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.6 GENLOCK メニュー 

 

1．MANUAL ：手動で、ゲンロックタイミングを調整します。 

         H ：水平位置を設定します。調整範囲は下記、映像フォーマット別ゲンロックタイミング調整

範囲表を参照してください。 

         V ：垂直位置を設定します。調整範囲は下記、映像フォーマット別ゲンロックタイミング調整

範囲表を参照してください。 

2．MINIMUM ：自動で、AVDL 範囲の最小値にゲンロックタイミングを調整します。※ 

LINE 入力の中で、AVDL モードで同期している信号を AVDL の範囲内に入るゲンロック

タイミングに調整します。AVDL の範囲内に入らない時は、H/V の値は、0 になります。 

SYSTEM FORMAT LINE DIRECT 

CONFIG MODE EXT SUB 

VIDEO FS/AVDL EXT DIRECT 

AUDIO REFERENCE  

MATRIX SET GENLOCK  

LOAD PST DISPLAY  

START SET PAYLOAD  

SEQUENCE   

INFO   

SYSTEM FORMAT MANUAL H:0 1080i/59.94 

CONFIG MODE MINIMUM V:0 INPUT1：Stability   

VIDEO FS/AVDL MIN OFFSET H:0 0line  -96dot 

AUDIO REFERENCE  -1.296 usec 

MATRIX SET GENLOCK   INPUT2：Instability 

LOAD PST DISPLAY UNLOCK 

START SET PAYLOAD  ………………… 

SEQUENCE   INPUT3：Stability   

INFO   0line  30dot 
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※確実性を持たせる為、32 ドット分のオーバーヘッドを付加してあります。 

         H ：リファレンスとライン入力の位相差を計算し、AVDL 範囲に入る数値を表示します。 

         V ：リファレンスとライン入力の位相差を計算し、AVDL 範囲に入る数値を表示します。 

3．MIN OFFSET ：AVDL 範囲の最小値にオフセットするゲンロックタイミングを調整します。 

         H ：MINIMUM 設定時にオフセットする水平位置を設定します。出力タイミングは AVDL 範囲

の最小値+オフセットとなり、仮に100を設定すると最小値+100ドットの位置に調整されま

す。 

※メニュー画面、右端の表示は、リファレンスとの位相差を計算して表示します。LINE1：Instability が表示されている時は、位相調整して 

ライン信号が AVDL 範囲に入る様にします。AVDL 範囲に入ると右端の表示が、LINE1：Stability と表示されます。 

※ライン入力が無い場合、UNLOCK がメニュー画面右端に表示されます。 

 

映像フォーマット別ゲンロックタイミング調整範囲表 

映像フォーマット 水平位置範囲 垂直位置範囲 

1080i/59.94 ±2199 ±1124 

1080i/50 ±2639 ±1124 

1080p/59.94 A ±2199 ±1124 

1080p/59.94 B ±4399 ±1124 

1080p/50 A ±2639 ±1124 

1080p/50 B ±5179 ±1124 

1080sF/24 ±2749 ±1124 

1080sF/23.98 ±2749 ±1124 

1080p/24 ±2749 ±1124 

1080p/23.98 ±2749 ±1124 
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◇DISPLAY 

SDI OUT2 側のキャラクタメニュー表示機能をオン/オフできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.8 DISPLAY メニュー 

 

1．ON ：キャラクタメニューを表示します。 

2．OFF ：キャラクタメニューを表示しません。 ※ 

※キャラクターを ON に設定する時は、モジュール正面の表示器からメニューON に設定してください。 

 

 

 

◇PAYLOAD 

3G-SDI  LEVEL-A/B のペイロードについて設定します。HD-SDI 信号のペイロードは非対応です。 

PAYLOAD を OVERWRITE に設定すると、強制的に SRC（サンプリングレートコンバーター）が ON になり、 

音声以外の HANC 上のパケットは削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.9 PAYLOAD メニュー 

 

1．THROUIGH ：ペイロードをスルー出力します。 

2．OVERWRITE ：ペイロードを上書きします。 

※動作フォーマットが 3G フォーマットの時のみ表示されるメニューです。 

 

4K クワッドリンクの FS として使用する場合、ペイロードは必ず THROUGH に設定してください。 

OVERWRITE に設定した場合、上書きされるペイロードの内容は、1080p/59 or 50、 Level A or B、1125Line、

1920 サンプル、Ycbcr 4:2:2、10bit です。 

  

SYSTEM FORMAT ON 

CONFIG MODE OFF 

VIDEO FS/AVDL  

AUDIO REFERENCE  

MATRIX SET GENLOCK  

LOAD PST DISPLAY  

START SET PAYLOAD  

SEQUENCE   

INFO   

SYSTEM FORMAT THROUGH 

CONFIG MODE OVERWRITE 

VIDEO FS/AVDL  

AUDIO REFERENCE  

MATRIX SET GENLOCK  

LOAD PST DISPLAY  

START SET PAYLOAD  

SEQUENCE   

INFO   
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（2）CONFIG 設定 

本体の各種設定を行います。 

◇REMOTE 

本体外部接点入力のオルタネイト/トリガーを選択します。 

実際にオルタネイト動作する機能はフリーズの ON/OFF 制御のみで、その他の接点制御（マトリックス制御等）

についてはオルタネイトに設定しても、トリガーで動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.10 REMOTE メニュー 

 

1．OFF ：外部接点制御を禁止します。 

2．ALTERNATE ：接点制御をオルタネイト制御します。 

※実際にオルタネイト制御となるのはフリーズ制御のみです。 

※マトリックス、チェンジ制御は ALTERNATE に設定しても、TRIGGER で動作します。 

【フリーズ制御の場合】 

メイクしている間、フリーズ ON します。オープンでフリーズ OFF します。 ※1 

3．TRIGGER ：接点制御をトリガー制御します。 

【フリーズ制御の場合】 

フリーズ解除時メイクすると、フリーズ ON。 

フリーズ時メイクすると、フリーズ OFF し ます。 ※2 
 

※1 接点入力は後取り優先です。オルタネイト設定においても、その他のリモコン、SNMP 等で制御した場合は、それらの制御が優先されます。 

※2 トリガー制御する場合、トリガーパルス幅は 100ms 以上で制御してください。 

 

下図はオルタネイト制御、トリガー制御の動作を示す概略図です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.11 REMOTE 制御概略図  

SYSTEM REMOTE OFF  

CONFIG REMOTE IN ALTERNATE  

VIDEO REMOTE OUT    TRIGGER  

AUDIO DELAY   

MATRIX SET RS-422 MODE   

LOAD PST RS-422 RATE   

START SET SNMP   

SEQUENCE    

INFO    

ALTERNATE 制御 

FREEZE OFF FREEZE OFF 

MAKE ON 

100ms 

FREEZE ON 

MAKE OFF 

TRIGGER 制御 

FREEZE OFF FREEZE OFF 

MAKE ON 

FREEZE ON 

MAKE OFF 
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◇REMOTE IN 

本体外部接点入力 PIN1～PIN4（REMOTE の 1～4 番ピン）のピンアサインを選択します。 

RS-422 MODE が、GPI-70B で、DIPSW-3 が ON の時は、PIN1～PIN16 に拡張されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.12 

REMOTE IN メニュー (標準) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.13 

REMOTE IN メニュー (拡張) 

 

1．OFF PIN1 を無効にします。 

2．IN1>OUT1  PIN1 に OUT1 に SDI IN1 を出力する制御を割り当てます。(4X2/4X1 モードの時) 

PIN1 に PGM 列に SDI IN1 を出力する制御を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

3．IN2>OUT1 PIN1 に OUT1 に SDI IN2 を出力する制御を割り当てます。(4X2/4X1 モードの時) 

PIN1 に PGM 列に SDI IN2 を出力する制御を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

4．IN3>OUT1 PIN1 に OUT1 に SDI IN3 を出力する制御を割り当てます。(4X2/4X1 モードの時) 

PIN1 に PGM 列に SDI IN3 を出力する制御を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

5．IN4>OUT1 PIN1 に OUT1 に SDI IN4 を出力する制御を割り当てます。(4X2/4X1 モードの時) 

PIN1 に PGM 列に SDI IN4 を出力する制御を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

6．IN1>OUT2 PIN1 に OUT2 に SDI IN1 を出力する制御を割り当てます。(4X2 モードの時) 

PIN1 に PST 列に SDI IN1 を出力する制御を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

7．IN2>OUT2 PIN1 に OUT2 に SDI IN2 を出力する制御を割り当てます。(4X2 モードの時) 

PIN1 に PST 列に SDI IN2 を出力する制御を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

8．IN3>OUT2 PIN1 に OUT2 に SDI IN3 を出力する制御を割り当てます。(4X2 モードの時) 

PIN1 に PST 列に SDI IN3 を出力する制御を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

9．IN4>OUT2 PIN1 に OUT2 に SDI IN4 を出力する制御を割り当てます。(4X2 モードの時) 

PIN1 に PST 列に SDI IN4 を出力する制御を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

10．IN1 FREEZE PIN1 に SDI IN1 の FREEZE ON/OFF を割り当てます。 

SYSTEM REMOTE PIN1  OFF IN4 FREEZE 

CONFIG REMOTE IN PIN2      IN1>OUT1 CHANGE 

VIDEO REMOTE OUT    PIN3  IN2>OUT1  

AUDIO DELAY PIN4  IN3>OUT1  

MATRIX SET RS-422 MODE   IN4>OUT1  

LOAD PST RS-422 RATE   IN1>OUT2  

START SET SNMP   IN2>OUT2  

SEQUENCE    IN3>OUT2  

INFO    IN4>OUT2  

    IN1 FREEZE  

    IN2 FREEZE  

    IN3 FREEZE  

SYSTEM REMOTE PIN1 PIN13 OFF IN4 FREEZE 

CONFIG REMOTE IN PIN2     PIN14 IN1>OUT1 CHANGE 

VIDEO REMOTE OUT    PIN3 PIN15 IN2>OUT1  

AUDIO DELAY PIN4 PIN16 IN3>OUT1  

MATRIX SET RS-422 MODE PIN5  IN4>OUT1  

LOAD PST RS-422 RATE PIN6  IN1>OUT2  

START SET SNMP PIN7  IN2>OUT2  

SEQUENCE  PIN8  IN3>OUT2  

INFO  PIN9  IN4>OUT2  

  PIN10  IN1 FREEZE  

  PIN11  IN2 FREEZE  

  PIN12  IN3 FREEZE  
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11．IN2 FREEZE PIN1 に SDI IN2 の FREEZE ON/OFF を割り当てます。 

12．IN3 FREEZE PIN1 に SDI IN3 の FREEZE ON/OFF を割り当てます。 

13．IN4 FREEZE PIN1 に SDI IN4 の FREEZE ON/OFF を割り当てます。 

14．CHANGE PIN1 に OAPV/OAPX モードの時、CHANGE 制御を割り当てます。 

※PIN2～PIN16 のメニュー項目は、PIN1 と同じ内容になります。 

※PIN2～PIN4 の工場出荷時設定は、PIN2= IN2>OUT1、PIN3= IN3>OUT1、PIN4= IN4>OUT1 になります。  
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◇REMOTE OUT 

本体外部接点出力 PIN1～PIN4（REMOTE の 5～8 番ピン）のピンアサインを選択します。 

RS-422 MODE が、GPI-70B で、DIPSW-3 が ON の時は、PIN1～PIN16 に拡張されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.14 

REMOTE OUT メニュー (標準) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.15 

REMOTE OUT メニュー (拡張) 

 

 

  

SYSTEM REMOTE PIN1  OFF REF ERR 

CONFIG REMOTE IN PIN2      IN1>OUT1 OUT1 ERR 

VIDEO REMOTE OUT    PIN3  IN2>OUT1 OUT2 ERR 

AUDIO DELAY PIN4  IN3>OUT1 IN1 FREEZE 

MATRIX SET RS-422 MODE   IN4>OUT1 IN2 FREEZE 

LOAD PST RS-422 RATE   IN1>OUT2 IN3 FREEZE 

START SET SNMP   IN2>OUT2 IN4 FREEZE 

SEQUENCE    IN3>OUT2 TRS1 END Tly 

INFO    IN4>OUT2 TRS2 END Tly 

    IN1 ERR TRS1 Tally 

    IN2 ERR TRS2 Tally 

    IN3 ERR 4KFS ERR 

    IN4 ERR  

SYSTEM REMOTE PIN1 PIN13 OFF REF ERR 

CONFIG REMOTE IN PIN2     PIN14 IN1>OUT1 OUT1 ERR 

VIDEO REMOTE OUT    PIN3 PIN15 IN2>OUT1 OUT2 ERR 

AUDIO DELAY PIN4 PIN16 IN3>OUT1 IN1 FREEZE 

MATRIX SET RS-422 MODE PIN5  IN4>OUT1 IN2 FREEZE 

LOAD PST RS-422 RATE PIN6  IN1>OUT2 IN3 FREEZE 

START SET SNMP PIN7  IN2>OUT2 IN4 FREEZE 

SEQUENCE  PIN8  IN3>OUT2 TRS1 END Tly 

INFO  PIN9  IN4>OUT2 TRS2 END Tly 

  PIN10  IN1 ERR TRS1 Tally 

  PIN11  IN2 ERR TRS2 Tally 

  PIN12  IN3 ERR 4KFS ERR 

    IN4 ERR  
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1．OFF PIN1 を無効にします。 

2．IN1>OUT1 PIN1 に OUT1 の SDI IN1 TALLY を割り当てます。(4X2/4X1 モードの時) 

PIN1 に PGM 列の SDI IN1 TALLY を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

3．IN2>OUT1 PIN1 に OUT1 の SDI IN2 TALLY を割り当てます。(4X2/4X1 モードの時) 

PIN1 に PGM 列の SDI IN2 TALLY を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

4．IN3>OUT1 PIN1 に OUT1 の SDI IN3 TALLY を割り当てます。(4X2/4X1 モードの時) 

PIN1 に PGM 列の SDI IN3 TALLY を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

5．IN4>OUT1 PIN1 に OUT1 の SDI IN4 TALLY を割り当てます。(4X2/4X1 モードの時) 

PIN1 に PGM 列の SDI IN4 TALLY を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

6．IN1>OUT2 PIN1 に OUT2 の SDI IN1 TALLY を割り当てます。(4X2 モードの時) 

PIN1 に PST 列の SDI IN1 TALLY を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

7．IN2>OUT2 PIN1 に OUT2 の SDI IN2 TALLY を割り当てます。(4X2 モードの時) 

PIN1 に PST 列の SDI IN2 TALLY を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

8．IN3>OUT2 PIN1 に OUT2 の SDI IN3 TALLY を割り当てます。(4X2 モードの時) 

PIN1 に PST 列の SDI IN3 TALLY を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

9．IN4>OUT2 PIN1 に OUT2 の SDI IN4 TALLY を割り当てます。(4X2 モードの時) 

PIN1 に PST 列の SDI IN4 TALLY を割り当てます。(OAPV/OAPX モードの時) 

10．IN1 ERR PIN1 に SDI IN1 の信号断、または同期信号異常検知の TALLY を割り当てます。 

11．IN2 ERR PIN1 に SDI IN2 の信号断、または同期信号異常検知の TALLY を割り当てます。 

12．IN3 ERR PIN1 に SDI IN3 の信号断、または同期信号異常検知の TALLY を割り当てます。 

13．IN4 ERR PIN1 に SDI IN4 の信号断、または同期信号異常検知の TALLY を割り当てます。 

14．REF ERR PIN1 にリファレンス信号断、またはリファレンスフォーマット異常検知の TALLY を割り

当てます。 

15．OUT1 ERR PIN1 に OUT1 のソースが信号断、または同期信号異常検知の TALLY を割り当てま

す。 

16．OUT2 ERR PIN1 に OUT2 のソースが信号断、または同期信号異常検知の TALLY を割り当てま

す。 

17．IN1 FREEZE PIN1 に SDI IN1 の FREEZE TALLY を割り当てます。 

18．IN2 FREEZE PIN1 に SDI IN2 の FREEZE TALLY を割り当てます。 

19．IN3 FREEZE PIN1 に SDI IN3 の FREEZE TALLY を割り当てます。 

20．IN4 FREEZE PIN1 に SDI IN4 の FREEZE TALLY を割り当てます。 

21．TRS1 END Tly PIN1 に OUT1/PGM 列トランジション完了の TALLY パルスを割り当てます。 

22．TRS2 END Tly PIN1 に OUT2 トランジション完了の TALLY パルスを割り当てます。 

23．TRS1 Tally PIN1 に OUT1/PGM 列トランジション実行中の TALLY を割り当てます。 

24．TRS2 Tally PIN1 に OUT2 トランジション実行中の TALLY を割り当てます。 

25．4KFS ERR PIN1 に 4KFS モード時、親機・子機の接続不良検知の TALLY を割り当てます。 

 

※PIN2～PIN16 のメニュー項目は、PIN1 と同じ内容になります。 

※PIN2～PIN4 の工場出荷時設定は、PIN2=IN2>OUT1、PIN3=IN3>OUT1、PIN4=IN4>OUT1 になります。 
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◇DELAY 

本体外部接点制御の遅延時間を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.16 REMOTE DELAY メニュー 

 

1．0 FRAME ：本体外部接点制御の遅延時間を 0～90 フレームの範囲で設定します。 

 

 

◇RS-422 MODE 

RS-422 シリアル制御の動作を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.17 RS-422 MODE メニュー 

 

1．OFF ：RS-422 シリアル制御を禁止します。 
  

2．NORMAL ：RS-422 標準シリアルプロトコルで制御を行います。 
  

3．GPI-70B ：オプションの GPI-70B を使用する時に設定します。 

 

 

 

  

SYSTEM REMOTE 0 FRAME  

CONFIG REMOTE IN   

VIDEO REMOTE OUT      

AUDIO DELAY   

MATRIX SET RS-422 MODE   

LOAD PST RS-422 RATE   

START SET SNMP   

SEQUENCE    

INFO    

SYSTEM REMOTE OFF  

CONFIG REMOTE IN NORMAL  

VIDEO REMOTE OUT    GPI-70B  

AUDIO DELAY   

MATRIX SET RS-422 MODE   

LOAD PST RS-422 RATE   

START SET SNMP   

SEQUENCE    

INFO    
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◇RS-422 RATE 

RS-422 シリアル制御のビットレートを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.18 RS-422 RATE メニュー 

1．9600 ：9600bps。 
  

2．19200 ：19200bps。 
  

3．38400 ：38400bps。 
 

※標準シリアルプロトコル使用時のビットレートです。 

アプリケーションソフト「MTX-70 リモート制御」のビットレートは、自動調整ですので設定は不要です。 

 

 

◇SNMP 

SNMP 制御の動作を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.19 SNMP メニュー 

1．REMOTE ：REMOTE/LOCAL 設定が REMOTE ON の時に、SNMP でリモート制御を行います。 
 

  

2．LOCAL ：REMOTE/LOCAL 設定が LOCAL ON の時に、SNMP でリモート制御を行います。 

  

3．OFF ：SNMP のリモート制御を禁止します。 

 設定の禁止であり、値の取得はできます。※SNMP のトラップは禁止されません。 

 
 

 

 

 

  

SYSTEM REMOTE 9600  

CONFIG REMOTE IN 19200  

VIDEO REMOTE OUT    38400  

AUDIO DELAY   

MATRIX SET RS-422 MODE   

LOAD PST RS-422 RATE   

START SET SNMP   

SEQUENCE    

INFO    

SYSTEM REMOTE REMOTE  

CONFIG REMOTE IN LOCAL  

VIDEO REMOTE OUT    OFF  

AUDIO DELAY   

MATRIX SET RS-422 MODE   

LOAD PST RS-422 RATE   

START SET SNMP   

SEQUENCE    

INFO    
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（3）VIDEO 設定 

映像に関する各種設定を行います。 

◇TRANS MODE 

映像のトランジション効果を選択します。音声も映像のトランジションに合わせて FADE／DISSOLV します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.20 TRANS MODE メニュー 

1．CUT ：トランジションを CUT に設定します。 

 カットチェンジです。 
  

2．FADE ：トランジションを FADE に設定します。 

映像は黒味にフェードアウトした後、次の映像にフェードインします。 

音声は無音にフェードアウトした後、次の音声にフェードインします。 
  

3．DISSOLV ：トランジションを DISSOLV に設定します。 

 映像、音声はクロスフェードでチェンジします。 

 

◇TRANS TIME 

映像のトランジション時間を設定します。DISSOLVのトランジションタイムはIN/OUT個別に設定することはせき

ません。DISSOLV 設定時のトランジションタイムは OUT TIME の設定値が適用されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.21 TRANS TIME メニュー 

 

1．OUT TIME ：トランジションタイプが” DISSOLV”の遷移時間と、”FADE”のフェードアウト遷移時間を

設定します。1～1999 フレームの間で設定します。 
  

2．IN  TIME ：トランジションタイプが”FADE”のフェードイン遷移時間を設定します。 

COPY は、OUT TIME と同じ時間になります。1～1999 フレームの間で設定します。 

トランジションタイプが”FADE”の時、設定により、CUT OUT・FADE IN や、FADE OUT・

CUT IN 等のトランジション効果ができます。 

 

  

SYSTEM TRANS MODE CUT  

CONFIG TRANS TIME FADE  

VIDEO NO SIG DISSOLV  

AUDIO    

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    

SYSTEM TRANS MODE OUT TIME 30 FRAME 

CONFIG TRANS TIME IN  TIME  

VIDEO NO SIG   

AUDIO    

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    
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◇NO SIG 

本線映像が未入力の時の動作を設定します。FRAME FZ、FIELD FZの設定は、入力部がFS設定の時に有効で

す。AVDL 設定ではフレームメモリを通過しない為、フリーズはできません。 

また、入力部が FS 設定の時、FRAME FZ を設定すると、前段で非同期の入力信号をスイッチした時の映像の

ショックを軽減 ※することができます。 

※信号の乱れ方によっては映像コンテンツの乱れを完全に吸収することができません。 

完全なクリーンスイッチを保証するものではなく、映像の乱れを軽減する機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.22 NO SIG メニュー 

 

1．FREE ：特別な処理はしません。画像メモリに残ったゴミ等がランダムに出力されることが 

あります。 
  

2．BLACK ：黒味になります。 
  

3．FRAME FZ ：無信号になる直前のフレーム画像をフリーズ表示します。 
  

4．FIELD FZ ：無信号になる直前のフィールド画像をフリーズ表示します。 

 

 

 

 

  

SYSTEM TRANS MODE FREE  

CONFIG TRANS TIME BLACK  

VIDEO NO SIG FRAME FZ  

AUDIO  FIELD FZ  

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    
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（4）AUDIO 設定 

音声に関する各種設定を行います。 

◇AUDIO GROUP 

出力エンベデッド音声における音声グループのイネーブル設定です。 

全 4 グループ 16 音声に対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.23 AUDIO GROUP メニュー 

1．GP1 ：音声グループ 1 のイネーブル設定です。 

2．GP1 ：音声グループ 2 のイネーブル設定です。 

3．GP1 ：音声グループ 3 のイネーブル設定です。 

4．GP1 ：音声グループ 4 のイネーブル設定です。 

ON ：音声グループが有効になります。  

OFF ：音声グループが無効になります。 

※ 全入力を AVDL、SRC を AUTO、音声トランジションを CUT に設定した場合のみ、音声グループを 

OFF にすることはできません。音声パケット分離せず、内部回路をバイパスするためです。 

 

◇SRC 

音声のサンプリングレートコンバーター（SRC）の設定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.24 SRC メニュー 
 

1．AUTO ：設定に応じて SRC が有効になります。 

入力IN1～4 の設定が一か所以上FS に設定されているいる場合、あるいはトランジション

を CUT 以外に設定した場合は SRC が有効になります。 

入力 IN1～4 の設定が全て AVDL に設定されており、かつトランジションが CUT の時には

SRC は無効になります。 
  
2．ON ：強制的に SRC が有効になります。AVDL 使用時、音声を安定させたい場合に有効です。 

AVDL 使用時も前段のルーター等をスイッチした際の音声ノイズを軽減する効果がありま

す。（※音声ノイズを軽減する機能であり、完全にノイズをミュートすることはできません。

完全にノイズをミュートしたい場合は、入力部を FS に設定してください。） 

  

SYSTEM AUDIO GROUP GP1 ON 

CONFIG SRC GP2 OFF 

VIDEO  GP3  

AUDIO  GP4  

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    

SYSTEM AUDIO GROUP AUTO  

CONFIG SRC ON  

VIDEO    

AUDIO    

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    
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（5）MATRIX SET 設定 

クロスポイントの変更を行います。 

◇OUT1、OUT2 

OUT1、OUT2 に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します。（動作モードが 4×2・4×1 の時） 

指定したトランジションモードで切り替わります。 

PGM 列 、PST 列に割り当てる入力信号のチャンネルを設定します。（動作モードが OAPV・OAPX の時） 

カットで切り替わります。 

メニューからは、REMOTE/LOCAL の設定に関係無く、操作できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.25 MATRIX SET メニュー 

 
1．CH1 ：出力に割り当てる入力信号のチャンネル LINE IN1 を示します。(4X2/4X1 モードの時) 

PGM/PST 列に割り当てる入力信号のチャンネル LINE IN1 を示します。(OAPV/OAPX モードの時) 

  

2．CH2 ：出力に割り当てる入力信号のチャンネル LINE IN2 を示します。(4X2/4X1 モードの時) 

PGM/PST 列に割り当てる入力信号のチャンネル LINE IN2 を示します。(OAPV/OAPX モードの時) 

  

3．CH3 ：出力に割り当てる入力信号のチャンネル LINE IN3 を示します。(4X2/4X1 モードの時) 

PGM/PST 列に割り当てる入力信号のチャンネル LINE IN3 を示します。(OAPV/OAPX モードの時) 
  

4．CH4 ：出力に割り当てる入力信号のチャンネル LINE IN4 を示します。(4X2/4X1 モードの時) 

PGM/PST 列に割り当てる入力信号のチャンネル LINE IN4 を示します。(OAPV/OAPX モードの時) 

 

 

  

SYSTEM OUT1 CH1  

CONFIG OUT2 CH2  

VIDEO  CH3  

AUDIO  CH4  

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    
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（6）LOAD PST 設定 

クロスポイントのプリセットパターンを読み込みます。PST24 を選択すると、クロスポイントが  

SDI IN4→OUT1、SDI IN2→OUT2 に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.26 LOAD PST メニュー 

プリセットパターンについては、「４．5．プリセットパターンについて」を参照してください。 

メニューからは、REMOTE/LOCAL の設定に関係無く、操作できます。 

 

 

（7）START SET 設定 

電源投入時のクロスポイント設定を行います。PST24 を選択すると、電源起動時のクロスポイントが  

SDI IN4→OUT1、SDI IN2→OUT2 に設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.27 START SET メニュー 

 

 

 

 

プリセットパターンについては、「４．5．プリセットパターンについて」を参照してください。 

 

 

  

SYSTEM OFF PST41  

CONFIG PST11 PST42  

VIDEO PST12 PST43  

AUDIO PST13 PST44  

MATRIX SET PST14   

LOAD PST PST21   

START SET PST22   

SEQUENCE PST23   

INFO PST24   

 PST31   

 PST32   

 PST33   

 PST34   

SYSTEM MEMORY PST41  

CONFIG PST11 PST42  

VIDEO PST12 PST43  

AUDIO PST13 PST44  

MATRIX SET PST14   

LOAD PST PST21   

START SET PST22   

SEQUENCE PST23   

INFO PST24   

 PST31   

 PST32   

 PST33   

 PST34   

1．MEMORY ：電源遮断時のクロスポイント設定を保持します。 

  

2．PST11～PST44 ：起動時、指定したプリセットの設定を反映します。 



 

35 

 

 

（8）SEQUENCE 設定 

シーケンスモードの設定を行います。自動でクロスポイントを切り替えます。 

シーケンスの動作は、下記のパラメーターを設定後、操作メニューを完全に抜けた状態で実行されます。 

オプションの操作パネル上で、REMOTE の設定を“OFF”（REMOTE ランプが消灯）にするとシーケンス動作は 

停止します。SNMP 経由で REMOTE の設定を“OFF”にした場合も同様に停止します。 

フェード、ディゾルブの設定をしている場合、シーケンスタイムの設定はトランジションタイムより大きくしてくだ 

さい。トランジションタイムよりシーケンスタイムが優先されます。 

 

 

◇INTERVAL 

シーケンスモードの ON/OFF、切り替え間隔の時間を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.28 INTERVAL メニュー 

 
1．OFF ：シーケンスモードを停止します。 

  

2．1～99 ：シーケンスモードの起動と切り替え間隔の時間を設定します。(1～99 秒) 

 

 

◇OUTPUT CH 

シーケンスモードを実行する出力チャンネルを OUT1 または OUT2 から選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.29 OUTPUT CH メニュー 

 
1．OUT1 ：OUT1 の出力をシーケンスモードで実行します。 

  

2．OUT2 ：OUT2 の出力をシーケンスモードで実行します。 

  

SYSTEM INTERVAL OFF  

CONFIG OUTPUT CH   

VIDEO INPUT  CH   

AUDIO    

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    

SYSTEM INTERVAL OUT1  

CONFIG OUTPUT CH OUT2  

VIDEO INPUT  CH   

AUDIO    

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    
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◇INPUT  CH 

シーケンスモードで使用する入力チャンネルを設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.30 INPUT CH メニュー 

 
1．INPUT1 ：SDI IN1 をシーケンスモードで使用するには ON に設定します。 

2．INPUT2 ：SDI IN2 をシーケンスモードで使用するには ON に設定します。 

3．INPUT3 ：SDI IN3 をシーケンスモードで使用するには ON に設定します。 

4．INPUT4 ：SDI IN4 をシーケンスモードで使用するには ON に設定します。 

 

 

 

 

 

  

SYSTEM INTERVAL INPUT1 OFF 

CONFIG OUTPUT CH INPUT2 ON 

VIDEO INPUT  CH INPUT3  

AUDIO  INPUT4  

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    
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（9）INFO 設定 

モジュールの情報を表示します。 

本体正面の表示機では全ての情報を表示できません。オンスクリーンメニュー上で確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-3.31 INFO メニュー 

 

1．VER ：ソフトウェア、ハードウェアのバージョンを表示します。 

    SOFT ：プログラムバージョンを表示します。 

    HARD ：ハードウェアバージョンを表示します。 (V1 など) 

  

2．AVDL STATUS ：LINE IN 1～LINE IN 4 の AVDL 位相を表示します。 

 AVDL 範囲内であれば 『Stability』、AVDL 範囲外では 『Instability』を表示します。 

動作モードが FS モードの時は、『FS mode』と表示します。 

 入力信号判定で、入力有り 『LOCK』、入力無し 『UNLOCK』を表示します。 

  

3．STATUS 各種ステータスを表示します。 

 【INPUT STATUS】LINE IN1～LINE IN 4 に入力されている映像信号のフォーマットを

表示します。未入力及び認識できないフォーマット入力時は”NONE”と表示されます。 

 【AUDIO PACKET】LINE IN1～LINE IN 4 に入力されている音声パケット（4 つの音声

グループG1～G4）の有無を表示します。一つの音声グループには4chの音声がパッ

キングされています。音声グループの有無はＯ×で示されます。 

 【FAN STATUS】モジュール上のチップファンのステータスと回転率を表示します。 

ステータス異常時には”ERR XX%”、正常時には”OK  XX%”と表示されます。 

  

4．PAYLOAD 入力信号毎に 4 バイトの PAYLOAD 情報を表示します。 

※動作フォーマットが 3G フォーマットの時のみ表示されるメニューです。 

 

 

 

 

 

  

SYSTEM VER SOFT 01.00.00 R06 

CONFIG AVDL STATUS HARD 2016/02/18 THU 

VIDEO STATUS  Build-09:26:58 

AUDIO PAYLOAD   

MATRIX SET    

LOAD PST    

START SET    

SEQUENCE    

INFO    
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4．クロスポイントの切り換えについて 

  クロスポイントの制御は、次の 7 通りあります。 

・メニュー操作による手動制御。 

・RS-422 によるリモート制御。 

・SNMP による、リモート制御。 

・シーケンスモードによる自動制御。 

・MTX-70-42F 背面の GPI/RS-422 端子を使用した接点制御。（クロスポイントの切り替え） 

・オプションの GPI-70B を使用した接点制御。 （プリセットパターン／クロスポイントの切り替え） 

・オプションの MTX-70P-42，L を使用したリモートの手動制御。 

  

5．プリセットパターンについて  

プリセットパターンは 16 種類が予め設定されています。プリセットパターンの読込は設定メニューの”LOAD PST”で

行います。起動時に指定したプリセットパターンを読み込む場合は”START SET”で設定します。 

オプションの GPI-70B を使用すると、16 本の接点でプリセットパターンを切り替えることができます。 

詳しくは「４．８ GPI-70B との接続」を参照してください。 

 

プリセット番号 名称 OUTPUT1 OUTPUT2 

1 PST11 1 1 

2 PST12 2 1 

3 PST13 3 1 

4 PST14 4 1 

5 PST21 1 2 

6 PST22 2 2 

7 PST23 3 2 

8 PST24 4 2 

9 PST31 1 3 

10 PST32 2 3 

11 PST33 3 3 

12 PST34 4 3 

13 PST41 1 4 

14 PST42 2 4 

15 PST43 3 4 

16 PST44 4 4 
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6．RS-422 制御について 

(1)概要 

コントローラーとRS-422ケーブル(ストレートケーブル)で接続し、指定の通信プロトコルによって外部よりMTX-70-42Fを

コントロールすることができます。この接続を行う時は、CONFIG メニューの”RS-422 MODE”の階層下で”NORMAL”

を選択してください。 

また、設定メニューの”RS-422 MODE”の設定を変更した時、モジュールの抜き差しか、電源の再起動を行ってくだ

さい。モジュールの抜き差しか、電源の再起動を行うまで、表示器に”RST!”の文字が表示されます。 

 

(2)通信仕様  

調歩同期式ビットシリアル信号 

EIA RS-422A 準拠 

通信速度9600、19200、38400bps 

データビット 8bit、パリティ なし、ストップビット 1bit 

 

(3)通信手順 

コントローラーからの 1 回の送信ブロック（①）に対し、戻り値のあるコマンドは 1 回の結果通知ブロック（②）を返信

します。戻り値のあるコマンドは、MTX-70-42F からの応答を待たずに次のコマンドを送ることはできません。 

コントローラーからの送信ブロック間隔は２フレーム以上空けてください。未定義コマンドは無視されます。 

MTX-70 から 1 フレーム以上結果通知が無い場合は、タイムアウトエラーとしてください。 

コントローラー MTX-70-42

① 制御コマンド

② 結果通知
 

電源起動後、MTX-70-42F は常に制御コマンドを受信できます。 

ただし、電源起動直後のイニシャライズ期間はコマンドを受信することができません。 

コントローラーは送信ブロック内のバイト転送間隔を 1VD 以上開けてはなりません。MTX-70 はコマンドのバイト間

隔が 1VD を超えたことを検出すると、TIME OUT と判断し、受信中のコマンドを無効とします。 

制御コマンドで使用する入力番号、出力番号、メモリ番号、プリセット番号は全てアスキーコードを使用します。 

無効な数値や範囲を超えた数値を指定した場合、コマンドは破棄されます。 

 

(4)コマンド一覧 （NORMAL 設定） 

機能概要 コマンド キャラクターコード 備考 

カンマ ‘,’ 2CH 入力と出力の区切りです 

セミコロン ‘;’ 3BH 一斉実行の為のデリミターです 

キャリッジリターン CR 0DH コマンドを実行します 

データリード ‘w’ 77H  

プリセット読み出し ‘t’ 74H 後続はカンマと最大 3 桁の数値 

プリセット参照 ‘y’ 79H 後続はカンマと最大 3 桁の数値 

入出力数の取得 ‘M’ 4DH 3 桁の数値とコロンの後続 

動作モードの取得 ‘Ｎ’ 4EH 3 桁の数値 

REMOTE/LOCAL の指定 ‘b’ 62H 後続はカンマと数値 

REMOTE/LOCAL の取得 ‘c’ 63H 後続はカンマと最大 3 桁の数値 

トランジションモードの指定 ‘D’ 44H 後続はカンマと数値 

トランジションモードの取得 ‘E’ 45H 1 桁の数値 
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強制フリーズの状態取得 ‘Y’ 59H 後続はセミコロンと数値 

強制フリーズの設定・解除 'Z' 5AH 後続はカンマと数値 

OAPV モードの取得 'G' 47H 後続はカンマと数値 

OAPV モードの設定 'S' 53H 後続はカンマと数値 

AUTO TAKE の実行 'T' 54H  

PGM/PST BUS の設定 'B' 42H 後続はカンマと数値 

フェーダー値の設定 'F' 46H 最大4 桁の数値 

表4.6.1 コマンド一覧 

(5)コマンド詳細 （NORMAL 設定） 

クロスポイントの設定を変更します 

コマンド [入力番号]’,’[出力番号]’CR’(または’;’) 4～8 バイト可変。 

戻り値 なし 

説明 [入力番号] 入力番号を’1’ ～ ‘4’の数値で表します。  

‘,’ 入力番号と出力番号の区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[出力番号] 出力番号を ‘1’ ～ ‘2’の数値で表します。全出力チャンネルを同じにする

場合は’r’(72H)を指定します。  

備考 ・動作モードが 4×2・4×1 の時に有効なコマンドです。 

・ 後続に ‘CR’ を送ると実行します。別のクロスポイントも同時に切り換えたい場合は、’;’

で繋ぎ、最後に’CR’を送信します。 

・ 入力(または出力)番号’2’を指定する場合、 ‘2’ ‘02’ ‘002’ のいずれでも同じ動作とな

ります。 

・ 無効な入力番号または出力番号を指定した場合、コマンドは破棄されます。 

表4.6.2 クロスポイントの設定 

 例）入力1 を出力1、入力2 を出力2 にクロスポイントを設定する。  

   ‘01’ ‘，’ ‘01’ ‘；’ ‘02’ ‘，’ ‘02’ ‘CR’  （HEX 表示 ⇒ 30312C30313B30322C30320D） 

 

クロスポイントの状態を取得します 

コマンド ’w’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [VOUT1]’;’ [VOUT2]’;’ ……… ‘;’ [VOUT8] ‘CR’ 32 バイト 

説明 ’w’ 半角小文字の’w’です。キャラクターコードは 77H です。  

[VOUTn] 映像出力nに設定されている映像入力番号を’001’ ～ ‘004’ の3桁の数値

で戻します。 

VOUT1 が OUTPUT1、VOUT2 が OUTPUT2 の状態になります。 

‘;’ 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

‘CR’ 戻り値の終端を表します。32 バイト目に出力されます。  

備考 ・MTX-70 シリーズ互換の為、通信フォーマットは映像出力8 チャンネルに対応しています。 

・MTX-70-42F で有効な数値は VOUT1～VOUT2 の部分です。 

表4.6.3 クロスポイントの状態取得 
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プリセットを読み出してクロスポイントに設定します 

コマンド ‘t’‘,’ [メモリ番号] ‘CR’  4～6 バイト可変 

戻り値 なし 

説明 ‘t’ 半角小文字の’t’です。キャラクターコードは 74H です。  

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[メモリ番号] ‘1’ ～ ‘016’ のメモリ番号を最大3 桁で指定します。  

動作モードが 4×2・4×1の時、指定したトランジションモードで切り替わりま

す。動作モードが OAPV・OAPX の時、カットで切り替わります。 

備考 ・メモリ番号4 を指定する場合、’4’ ‘04’ ‘004’ のいずれでも同じ動作となります。 

表4.6.4 プリセットパターンの実行 

 

プリセット番号を指定して、設定内容を読み出します 

コマンド ‘y’‘,’ [メモリ番号] ‘CR’ 4～6 バイト可変 

戻り値 [PRE1] ‘;’ [PRE2] ‘;’ ……… ‘;’ [PRE8] ‘CR’ 32 バイト 

説明 ‘y’ 半角小文字の’y’です。キャラクターコードは 79H です。  

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[PREn] [メモリ番号]で指定したプリセット番号の、出力nに設定されている入力番号を 

‘001’ ～ ‘004’ の 3 桁の数値で表現して戻します。 

PRE1 が OUTPUT1、PRE2 が OUTPUT2 の設定になります。 

';' 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

‘CR’ 戻り値の終端を表します。32 バイト目に出力されます。  

備考 ・現在のクロスポイントは変更されません 

・MTX-70 シリーズ互換の為、通信フォーマットは映像出力8 チャンネルに対応しています。 

・MTX-70-42F で有効な数値は PRE1～PRE2 の部分です。 

表4.6.5 プリセットパターンの設定取得 

 

入出力数を取得します 

コマンド ’M’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [入力数]’;’ [出力数] ‘CR’ 8 バイト 

説明 ’M’ 半角大文字の’M’です。キャラクターコードは 4DH です。  

[入力数] 入力チャンネル数を’002’/’004’ の 3 桁の数値で戻します。 

’004’=4X2, 4X1, OAPV, OAPX モード  / ‘002’=2CH, 4KFS モード 

‘;’ 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

[出力数] 出力チャンネル数を’001’/’002’ の 3 桁の数値で戻します。 

’002’=4X2, 2CH, 4KFS モード  / ‘001’=4X1, OAPV, OAPX モード 

‘CR’ 戻り値の終端を表します。8 バイト目に出力されます。  

備考 ・動作モードの確認に使用できます。 

・アプリケーションソフト「MTX-70 リモート制御」で機種・動作モード判定に使用されます。 

表4.6.6 入出力数の取得 

 

動作モードを取得します 

コマンド ’N’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [PAIR]‘CR’ 4 バイト 

説明 ’N’ 半角大文字の’N’です。キャラクターコードは 4EH です。  

[PAIR] 動作モードを’100’/’103’ の 3 桁の数値で戻します。 

’100’=4X1 モード以外 / ‘103’=4X1 モード 

‘CR’ 戻り値の終端を表します。4 バイト目に出力されます。  

備考 ・MTX-70 アプリケーションソフト互換の為のコマンドです。 

・アプリケーションソフト「MTX-70 リモート制御」で機種・動作モード判定に使用されます。 

表4.6.7 動作モードの取得 
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REMOTE/LOCAL を指定します 

コマンド ’b’’,’ [MODE]’,’ [出力番号] ‘CR’ 6～10 バイト 

戻り値 なし 

説明 ’b’ 半角小文字の’b’です。キャラクターコードは 62H です。  

[MODE] REMOTE/LOCAL 設定を’0’～’3’ の数値で指定します。 

'0'=REMOTE ON/LOCAL ON    /  '1'= REMOTE ON/LOCAL OFF  / 

'2'= REMOTE OFF/LOCAL OFF  /  '3'= REMOTE OFF/LOCAL ON 

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[出力番号] 出力番号を’1’～’2’ の数値で指定します。 

備考 なし 

表4.6.8  REMOTE/LOCAL の指定 

 

REMOTE/LOCAL を取得します 

コマンド ’c’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [VOUT1]’;’ [VOUT2]’;’ ……… ‘;’ [VOUT8] ‘CR’ 32 バイト 

説明 ’c’ 半角小文字の’c’です。キャラクターコードは 63H です。  

[VOUTn] 出力毎の REMOTE/LOCAL 設定を’000’～’003’ の数値で戻します。 

'000'=REMOTE ON/LOCAL ON    /  '001'= REMOTE ON/LOCAL OFF / 

'002'= REMOTE OFF/LOCAL OFF  /  '003'= REMOTE OFF/LOCAL ON 

VOUT1 が OUTPUT1、VOUT2 が OUTPUT2 の状態になります。 

‘;’ 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

‘CR’ 戻り値の終端を表します。8 バイト目に出力されます。  

備考 ・MTX-70 シリーズ互換の為、通信フォーマットは映像出力8 チャンネルに対応しています。 

・MTX-70-42F で有効な数値は VOUT1～VOUT2 の部分です。 

表4.6.9  REMOTE/LOCAL の取得 

 

トランジションモードを指定します 

コマンド ’D’ ’,’ [MODE]’ ‘CR’ 4～6 バイト 

戻り値 なし 

説明 ’D’ 半角大文字の’D’です。キャラクターコードは 44H です。  

[MODE] トランジションモードを’1’～’3’の数値で指定します。 

'1'=CUT / '2'=FADE / '3'=DISSOLVE 

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

備考 ・REMOTE が ON の時に有効です。 

表4.6.10 トランジションモードの指定 

 

トランジションモードを取得します 

コマンド ’E’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [MODE] ‘CR’ 2 バイト 

説明 ’E’ 半角大文字の’E’です。キャラクターコードは 45H です。  

[MODE] トランジションモードを’1’～’3’の数値で戻します。 

'1'=CUT / '2'=FADE / '3'=DISSOLVE 

‘CR’ 戻り値の終端を表します。2 バイト目に出力されます。  

備考 なし 

表4.6.11 トランジションモードの取得 
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強制フリーズの状態を取得します 

コマンド ’Y’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [INPUT1]’;’ [INPUT2] ’;’ [INPUT3] ’;’ [INPUT4] ‘CR’ 8 バイト 

説明 ’Y’ 半角大文字の’Y’です。キャラクターコードは 59H です。  

[INPUTn] 強制フリーズの状態を入力信号別に’0’～’1’ の数値で戻します。 

'0'=フリーズ OFF / '1'=フリーズ ON 

‘;’ 区切りのセミコロンです。キャラクターコードは 3BH です。  

‘CR’ 戻り値の終端を表します。8 バイト目に出力されます。  

備考 なし 

表4.6.12 強制フリーズ状態の取得 

 

強制フリーズの設定・解除をします 

コマンド ’Z’ ’,’ [入力番号]’,’ [FREEZE] ‘CR’ 6～10 バイト 

戻り値 なし 

説明 ’Z’ 半角大文字の’Z’です。キャラクターコードは 5AH です。  

[入力番号] 入力番号を’1’～’4’ の数値で指定します。LINE 入力毎に指定します。 

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[FREEZE] 強制フリーズの指定を’0’/’1’の数値で指定します。 

'0'=OFF / '1'=ON 

備考 なし 

表4.6.13 強制フリーズの設定・解除 

 

OAPV モードを取得します 

コマンド ’G’’CR’ 2 バイト 

戻り値 [PGM] ’,’ [PST] ’,’ [BUS] ’,’ [MODE] ’,’ [SPEED] ’,’ [FADER] ‘CR’ 18 バイト 

説明 ’G’ 半角大文字の’G’です。キャラクターコードは 47H です。  

[PGM] PGM BUS を入力番号の’1’～’4’の数値で戻します。 

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[PST] PST BUS を入力番号の’1’～’4’の数値で戻します。 

[BUS] チェンジ後の PST BUS の動作を’1’～’3’の数値で戻します。 

'1'=PGM と同列(OAPV) / '2'=PGM と交替(OAPX) / '3'=BUS 固定 

※'3'=BUS 固定は、FADER モードでのみ使用できます。 

[MODE] トランジションモードを’1’～’3’の数値で戻します。 

'1'=CUT / '2'=FADE / '3'=DISSOLVE 

[SPEED] トランジションスピードを’0001’～’1999’の数値で戻します。 

[FADER] 現在のフェーダー値を’0000’～’1023’の数値で戻します。 

‘CR’ 戻り値の終端を表します。18 バイト目に出力されます。  

備考 ・動作モードが、OAPV/OAPX モードの時に有効です。 

表4.6.14  OAPV モードの取得 
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OAPV モードを設定します 

コマンド ’S’ ’,’ [PST] ’,’ [BUS] ’,’ [MODE] ’,’ [SPEED] ’CR’ 10～13 バイト 

戻り値 なし 

説明 ’S’ 半角大文字の’S’です。キャラクターコードは 53H です。  

[PST] PST BUS を入力番号の’1’～’4’の数値で指定します。 

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[BUS] チェンジ後の PST BUS の動作を’1’～’3’の数値で指定します。 

'1'=PGM と同列(OAPV) / '2'=PGM と交替(OAPX) / '3'=BUS 固定 

※'3'=BUS 固定は、FADER モードでのみ使用できます。 

[MODE] トランジションモードを’1’～’3’の数値で指定します。 

'1'=CUT / '2'=FADE / '3'=DISSOLVE 

[SPEED] トランジションスピードを’0001’～’1999’の数値で指定します。 

AUTO TAKE で作用します。 

備考 ・動作モードが、OAPV/OAPX モードの時に有効です。 

・REMOTE が ON の時に有効です。 

表4.6.15  OAPV モードの設定 

 

AUTO TAKE を実行します 

コマンド ’T’’CR’ 2 バイト 

戻り値 なし 

説明 ’T’ 半角大文字の’T’です。キャラクターコードは 54H です。  

備考 ・動作モードが、OAPV/OAPX モードの時に有効です。 

・パネルの CHANGE ボタンと同じ動作です。 

・REMOTE が ON の時に有効です。 

表4.6.16 AUTO TAKE の実行 

 

PGM/PST BUS を直接設定します 

コマンド ’B’ ’,’ [PGM]’,’ [PST]’CR’ 6 バイト 

戻り値 なし 

説明 ’B’ 半角大文字の’B’です。キャラクターコードは 42H です。  

[PGM] PGM BUS を入力番号の’1’～’4’の数値で指定します。 

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[PST] PST BUS を入力番号の’1’～’4’の数値で指定します。 

備考 ・動作モードが、OAPV/OAPX モードの時に有効です。 

・フェーダー動作は伴わず、カットで切り替わります。 

表4.6.17 PGM/PST BUS の設定 

 

フェーダー値を設定します 

コマンド ’F’ ’,’ [FADER]’CR’ 4～7 バイト 

戻り値 ’A’’CR’ 

説明 ’F’ 半角大文字の’F’です。キャラクターコードは 46H です。  

’A’ 半角大文字の’A’です。キャラクターコードは 41H です。ACK です。 

‘,’ 区切りのカンマです。キャラクターコードは 2CH です。  

[FADER] フェーダー値を’0’～’1023’の数値で指定します。 

現在の BUS 情報を確認して発行してください。 

備考 ・動作モードが、OAPV/OAPX モードの時に有効です。 

・トランジションモードがFADEの時、IN/OUTのトランジションは 50%×50%の同じ比率で実行

します。（フェーダー動作では、トランジションタイムは関係ありません） 

・REMOTE が ON の時に有効です。 

表4.6.18 フェーダー値の設定 
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(6)RS-422 制御タイミングチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.79 RS-422 制御タイミングチャート 

 

上図のA-B間にキャリッジリターンコマンドを受信すると2FRAME後のODDフィールドでクロスポイントの切り換えが

実行されます。B-C 間にキャリッジリターンコマンドを受信した場合、コマンドの実行タイミングは保証されません。 

  

VD 信号 

A 
クロスポイント変更 

C 点の ODD で処理 

その次の ODD で処理 

B C 

ODD EVEN ODD ODD ODD EVEN EVEN EVEN ODD 

RS-422 コマンド RS-422 コマンド 

RS-422 コマンド 

RS-422 コマンド RS-422 コマンド 
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(7)パソコンから RS-422 制御する 

パソコンから RS-422 制御するには、アプリケーションソフト「MTX-70 リモート制御」、及びオプションの USB-422、

MTX-70-05 を使用します。「MTX-70 リモート制御」は付属 CD-ROM の中に入っています。 

「MTX-70リモート制御」は、MTX-70-42FとパソコンをRS-422で接続し、パソコンから簡易的にリモート制御するため

のアプリケーションです。USB-422 はパソコンの USB 端子を RS-422 に変換する機器です。MTX-70-05 は高密度タ

イプの Dsub-15（f）ピンコネクタから一般的な Dsub-9（f）コネクターに変換するケーブルです。ケーブルを延長したい

場合は、MTX-70-05 と USB-422 の間に、汎用の D-sub 9 ピン RS-422 ストレート延長ケーブルを追加してください。 

USB-422

USB⇔RS-422変換機ピン変換ケーブル

Windowsパソコン

USB端子へGPI/RS-422端子へ

MTX-70-42F

MTX-70-05

RS-422コネクタ変換ケーブル

図4.7a パソコンから RS-422 制御 

 

付属CD-ROM 内にある「Mtx70Com.exe」を、ローカルコンピューター内の任意の場所にコピーしてください。 

 

【アプリケーションの起動】 

「Mtx70Com.exe」をダブルクリックして起動してください。下記のウィンドウが表示されます。 

※下図は MTX-70-84 と接続した際の画面で説明しています。 

 

図4.7b  MTX-70 リモート制御起動画面 
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【本体と接続する】 

USB-422 を使用する場合、USB-422 に付属のデバイスドライバーをインストールし、デバイスマネージャーで

COM ポートが追加されていることを確認してください。ビットレートは 9600、19200、38400 に対応し、自動で検出し

ます。[接続]ボタンをクリックしてください。接続が成功すると、接続している本体のモデルに合わせて画面表示が

切り替わり、本体の状態を表示します。接続に失敗した時は、エラーメッセージを表示します。 

 

【画面説明】 

1

2 3 4 5 6 7

8

9 10

11
 

図4.7c  MTX-70 リモート制御画面説明 

 

1. COM ポート選択 ························································· 本体が接続されているシリアルポートを選択します。 

2. [接続]ボタン ··································································· 本体との通信を開始します。 

3. [切断]ボタン ··································································· 本体との通信を終了します。 

4. [更新]ボタン ··································································· 本体のステータスを読み出して、ウィンドウに表示します。 

5. [プリセット]ドロップダウンリスト ······················· 設定の読み出しを行うプリセット番号を選択します。 

6. [読み出し]ボタン························································· 選択したプリセット番号をクロスポイントに読み出します。 

7. [書き込み]ボタン ························································ MTX-70-42F は無効です。 

8. モデル選択 ···································································· 接続されている本体のモデルを選択／表示します。 

本体に接続した時にモデルを読み出して、自動的に表示が切り替わります。 

9. 出力Ch 一括設定ボタン ······································· 全出力Ch が選択した入力Ch に切り替わります。 
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10. 入出力選択マトリックス ·········································· 選択したクロスポイントに出力Ch が切り替わります。 

上部の鍵ボタンは、各出力Ch の操作ロック状態を示しています。 

ロック中の出力Ch に関するマトリックスは変更できません。 

クリックするごとに ON/OFF が切り替わります。 

11. ステータス表示···························································· 各出力Ch の状態、通信の状態を表示します。 

 

※[プリセット読み出し] の操作に関しては、操作ロック中の出力 CH も切り替わります。 

※操作ロックは本ソフトウェア上でのみ有効な機能です。 

リモートパネルや他の外部制御によるマトリックス切り替えは、操作ロックの状態に関わらず有効です。 

 

【リモート制御する】 

特定の出力 Ch を切り替えたい時は、切り替えたいマトリックスのクロスポイントをクリックしてください。 

全ての出力 Ch を一括して同じ入力Ch に切り替えたい時は、切り替えたい入力 Ch をクリックしてください。 

プリセットを読み出すには、プリセット番号（1～16）を選択して[読み出し]ボタンをクリックしてください。 

 

【切断する】 

設定が完了したら、[切断]ボタンをクリックしてください。 

このままソフトウェアを終了する時は、[切断]ボタンをクリックしないでウィンドウを閉じても問題ありません。 

[切断]をクリックしないで別の本体にシリアルケーブルを差し替えた時は、[接続]ボタンをクリックしてください。 

 

【アプリケーションの終了】 

設定が完了したらウィンドウを閉じてください。 

 

【アンインストール】 

ローカルコンピューターにコピーした「Mtx70Com.exe」を削除してください。 

※本ソフトウェアは、レジストリや設定ファイルなどは一切使用していません。 
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7．SNMP 制御について  

(1)概要 

コントローラーとネットワークで接続し、SNMPプロトコルによって外部よりMTX-70をコントロールすることが 

できます。 

 

(2)パソコンから SNMP 制御する 

付属CD-ROM 内にある「Mtx-70Snmp.exe」を、ローカルコンピューター内の任意の場所にコピーしてください。 

本体が実装されているVbus筐体がネットワークに接続されていることを確認してください。初期モデルのVbus-70B

はネットワークに対応しておりません。詳しくは弊社までご連絡ください。Vbus-71H を除く Vbus-70C シリーズは全

てネットワークに対応しております。 

Vbus 筐体の IP アドレスの工場出荷設定は「192.168.1.1」です。Vbus 筐体の IP アドレスの変更の仕方については、

各筐体の取扱説明書を参照してください。 

 

【アプリケーションの起動】 

「Mtx70Snmp.exe」をダブルクリックして起動してください。下記のウィンドウが表示されます。 

 

図4.8  MTX-70 リモート制御起動画面 

【本体と接続する】 

本体の電源が投入されていること、本体とネットワークで通信できる状態にあることを確認してください。 

筺体の IP アドレスを入力して[検索]ボタンをクリックしてください。筺体に実装されている本体の情報を表示 

します。 

※IP アドレスがわからない時は、空欄のまま[検索]ボタンをクリックすると、筺体を検索することも可能です。 

設定対象の本体を[スロット]ドロップダウンリストで選択して[接続]ボタンをクリックしてください。 

接続が成功すると、接続している本体のモデルに合わせて画面表示が切り替わり、本体の状態を表示します。 

接続に失敗した時は、エラーメッセージを表示します。 
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【画面説明】 

1 2

3 4 5

6 7 8 9 10 11

12 13

14

 

図4.81  MTX-70 SNMP 制御画面説明 

 

1. [接続先リスト]ドロップダウンリスト ······ 今までに接続した MTX-70 シリーズの履歴を表示します。 

                              履歴の項目を選択すると、IP アドレス・スロット番号がセットされます。 

2. [リストをクリア]ボタン ··································· 接続先リストの項目を全削除します。 

3. IP アドレス入力 ················································· 筺体の SNMP モジュールの IP アドレスを入力します。 

4. [検索]ボタン ························································ 指定された筺体に実装されている本体を検索します。 

IP アドレスを入力しないでクリックすると、筺体を検索することができます。 

5. [スロット]ドロップダウンリスト ················· 検索して見つかった本体の情報（スロット番号、型名）を表示します。 

6. [接続]ボタン ························································ 本体との通信を開始します。 

7. [切断]ボタン ························································ 本体との通信を終了します。 

8. [更新]ボタン ························································ 本体のステータスを読み出して、ウィンドウに表示します。 

9. [プリセット]ドロップダウンリスト ············· 設定の読み出しを行うプリセット番号を選択します。 

10. [読み出し]ボタン ·············································· 選択したプリセット番号をクロスポイントに読み出します。 

11. [書き込み]ボタン ············································· MTX-70-42F は無効です。 

12. 出力Ch 一括設定ボタン ····························· 全出力Ch が選択した入力Ch に切り替わります。 

13. 入出力選択マトリックス ······························· 選択したクロスポイントに出力Ch が切り替わります。 

上部の鍵ボタンは、各出力Ch の操作ロック状態を示しています。 

ロック中の出力Ch に関するマトリックスは変更できません。 

クリックするごとに ON/OFF が切り替わります 

14. ステータス表示 ················································· 各出力Ch の状態、通信の状態を表示します。 

※[プリセット読み出し] の操作に関しては、操作ロック中の出力 CH も切り替わります。 

※操作ロックは本ソフトウェア上でのみ有効な機能です。 

リモートパネルや他の外部制御によるマトリックス切り替えは、操作ロックの状態に関わらず有効です。 
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【リモート制御する】 

特定の出力 Ch を切り替えたい時は、切り替えたいマトリックスのクロスポイントをクリックしてください。 

全ての出力 Ch を一括して同じ入力Ch に切り替えたい時は、切り替えたい入力 Ch をクリックしてください。 

プリセットを読み出すには、プリセット番号（1～16）を選択して[読み出し]ボタンをクリックしてください。 

※本ソフトウェアは、SNMP TRAP を使用していません。 

 

【切断する】 

設定が完了したら、[切断]ボタンをクリックしてください。 

このままソフトウェアを終了する時は、[切断]ボタンをクリックしないでウィンドウを閉じても問題ありません。 

 

【アプリケーションの終了】 

設定が完了したらウィンドウを閉じてください。 

 

【アンインストール】 

ウィンドウ左上のアプリケーションアイコンを右クリックして「レジストリを削除する」の作業を行って、アプリケー

ションが使用しているレジストリを削除してください。 

ローカルコンピューターにコピーした「Mtx70Snmp.exe」を削除してください。 

※本ソフトウェアは、コミュニティ名と接続先リストを記憶する目的で、レジストリを使用しています。 

※レジストリを削除せずにアンインストールを行っても、コンピューターの動作に影響はありません。 

 

【SNMP コミュニティ名を変更する場合】 

ウィンドウ左上のアプリケーションアイコンをクリックして[コミュニティ名の設定]をクリックしてください。 

コミュニティ名を入力すると、設定をレジストリに書き込むかどうか確認するダイアログが表示されます。 

設定をレジストリに書き込むと、次回起動時以降コミュニティ名の設定を行う必要がなくなります。 

※Vbus 筐体のコミュニティ名は工場出荷時「VIDEOTRON」です。本ソフトウェアのデフォルト値も「VIDEOTRON」

です。Vbus 筐体と本ソフトウェアのコミュニティ名は一致させてください。Vbus 筐体のコミュニティ名の変更方法に

ついては、各筐体の取扱説明書を参照してください。 

 

【SNMP コミュニティ名を初期化する】 

ウィンドウ左上のアプリケーションアイコンをクリックして[コミュニティ名の設定]をクリックしてください。 

「コミュニティ名の設定」ウィンドウの左下の[初期値に戻す]ボタンをクリックして、次に[設定]をクリックしてください。

コミュニティ名が初期値にリセットされ、登録したレジストリもクリアされます。  
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8．GPI-70B との接続 

オプションの GPI-70B を使用すると、プリセットパターンの切り替えやフリーアサインで各種の切り替えができます。 

MTX-70-42F と GPI-70B との接続は、オプションの MTX-70-04 を使用します。 

この接続を行う時は、設定メニューの”RS-422 MODE”の階層下で”GPI-70B”を選択してください。 

また、設定メニューの”RS-422 MODE”の設定を変更した時は、モジュールの抜き差しか、電源の再起動を行ってく

ださい。モジュールの抜き差しか、電源の再起動を行うまで、表示器に”RST!”の文字が表示されます。 

 

M
T
X
-
7
0
-
4
2
F

R
S
-
4
2
2

Dsub-9（m）

Dsub-15（m）　高密度タイプ

MTX-70-42F
GPI/RS-422端子へ

MTX-70-04　（0.6m）

GPI-70B
RS-422端子へ

16ch　接点出力

16ch　接点入力

 

図4.90 GPI-70B 接続図 

DIPSW の設定により、プリセットパターンの切り替えとフリーアサインでの切り替えが選べます。 

DIPSW の設定方法については「3.1.各部の名称と働き」の（16）DIP SW（SW2）を参照してください。 

 

(1) プリセットパターンの切り替え (DIPSW3=OFF) 

16 種類のプリセットパターンを、16 本の接点で切り替えることができます。 

また、現在のプリセット値を 16 本の接点で出力する、タリー機能もあります。タリー出力は、プリセットされている内容

から、その他の制御でクロスポイントに変更があった場合、ディセーブルされます。 

設定項目については「4.3.2 CONFIG 設定」の REMOTE IN、REMOTE OUT の項を参照してください。 

 

※DIPSW の設定により、イネーブルを保持する指定もできます。（「 3.1.16 DIPSW」の項を参照） 

 

ピン番 I/O 信号 機能 

1～16 I 接点入力 トリガーパルス入力。プリセット 1～16 に対応。 

MAKE で ON。  

17、18 I GND 接点入力用 GND。 

19 - - 未使用 

20～35 O 接点出力 オルタネイト出力。プリセット 1～16 に対応。 

ON で MAKE。 

36、37 - コモン 接点出力用のコモン。 

図4.91a GPI-70B D-Sub37 ピン（f）コネクター REMOTE 端子ピン番表 DIPSW3=OFF 

 

プリセット切り替えとプリセットタリー出力 (各ピン番対応) 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

プリセット番号 0:OFF、1～16:プリセット 1～16 
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(2) フリーアサインでの切り替え (DIPSW3=ON) 

フリーアサインで割り当てた機能を、16 本の接点で切り替えることができます。 

また、フリーアサインで割り当てたステータスを 16 本の接点で出力する、タリー機能もあります。 

 

ピン番 I/O 信号 機能 

1～16 I 接点入力 トリガーパルス入力。フリーアサイン 1～16 に対応。 

MAKE で ON。  

17、18 I GND 接点入力用 GND。 

19 - - 未使用 

20～35 O 接点出力 オルタネイト出力。フリーアサイン 1～16 に対応。 

ON で MAKE。 

36、37 - コモン 接点出力用のコモン。 

図4.91b GPI-70B D-Sub37 ピン（f）コネクター REMOTE 端子ピン番表 DIPSW3=ON 

 

※入力1～4・出力1～4は、MTX-70-42F 外部インターフェイスGPI入出力と同じ機能になります。 

  REMOTE IN、REMOTE OUTのメニューは、PIN1～PIN4が共通になり、入力は、ORで動作します。 
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GPI-70B を使用して接点制御を行う場合のタイミング図を下記に示します。（DIPSW3=OFF の時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4.92 GPI-70B を使用した時のプリセットパターン切り換えタイミング 

 

Ｂ点をまたぐ接点信号を検出した時（上図の接点1～3）、次の ODD から 2FRAME 後にプリセットパターンの切り換え

が行われます。接点信号検出のタイミングは VD 信号の開始点から約4 ミリ秒後ですので、上図の接点4、5 のケー

スは B 点をまたぐ接点信号を検出できなかったケースです。5 のケースは、C 点の次の ODD で切り替わります。 

 

9．電源起動時設定について 

電源起動時、電源遮断時のクロスポイントの設定を保持するメモリーモードと、登録してあるプリセットパターンのクロ

スポイントの設定を反映させるプリセット起動モードがあります。メニュー操作で、MENU→START SET→MEMORYに

設定するとメモリーモード、MENU→START SET→PST11～PST44 に設定するとプリセット起動モードになります。 

プリセットパターンは 16 種類の中から任意のパターンを指定できます。 

  

VD 信号 

A 
プリセットパターン変更 

ODD 

B 

接点1 ○ 

EVEN ODD ODD ODD EVEN EVEN EVEN 

4ms 4ms 

ODD 

接点2 ○ 

接点3 ○ 

接点4 × 

接点5 × 

C 
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10．MTX-70P-42、MTX-70P-42L による操作 

MTX-70P-42，L は MTX-70-42F と組み合わせて使用するリモートパネルです。MTX-70P-42 はキートップに漢字表

示が可能で、パネル上でクロスポイントの設定が一目瞭然です。一台の MTX-70-42F に対して、MTX-70P-42，L を

最大8 台までカスケード接続することができます。 

 

（１） クロスポイントの変更方法 

OUTPUT1、OUTPUT2に対して、入力ソースをダイレクトに選択できます。 

 

（２） REMOTE/LOCAL設定 

REMOTE/LOCA切り換えスイッチの操作で、出力チャンネル毎に下記の4通りの操作制限を行うことができます。こ

の設定はカスケードしているリモートパネル全てに連動します。ただし、いずれの設定においても本体の 

メニュー操作によるクロスポイントの直接操作は有効です。 

① REMOTEランプが消灯している出力チャンネルは、RS-422制御、GPI-70Bによる接点制御が全て無効にな

ります。SNMP設定が REMOTEの時は、SNMPによるネットワーク制御も無効になります。 

② LOCALランプが消灯している出力チャンネルは、リモートパネルによる操作が無効です。SNMP設定が

LOCALの時は、SNMPによるネットワーク制御も無効になります。 

③ REMOTEランプ、LOCALランプが消灯している出力チャンネルは、クロスポイント変更禁止です。 

④ REMOTEランプ、LOCALランプが点灯している出力チャンネルは、全ての操作方式が有効です。 

 

※MTX-70-42Fのメニュー設定でRS-422制御の禁止、及びSNMPによる設定変更の禁止設定を行っている場合は、

リモートパネル上でREMOTE/LOCALの設定を有効にしても、RS-422、SNMPによる制御は無効です。 

※動作モードを切り替えると、REMOTE ON、LOCAL ONになります。 

 

（３） MTX-70P-02（パネルスイッチカバー）の使い方 

オプションの MTX-70P-02 を使用すると、MTX-70P-42,L の OUTPUT1、または OUTPUT2 の列に、誤操作防止用

のスイッチカバーを付けることができます。 

右図は MTX-70P-02 を実装した図です。 

選択チャンネル、REMOTE/LOCAL の設定は、パネルスイッチカ

バー越しに確認できます。 

絶対的な操作禁止設定を行いたい場合や、カスケード時に 

特定のリモートパネルの出力ボタンの操作を禁止にしたい場合 

に有効です。                                    図4.121 MTX-70P-02 の取りつけ方    
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（４） MTX-70P-42、MTX-70P-42Lのカスケード接続について 

一台のMTX-70-42Fに対して、MTX-70P-42，Lを最大8台までカスケード接続できます。REMOTE／LOCALの 

設定は全てのMTX-70P-42，Lに連動します。各MTX-70P-42，L間の接続は、3C2Vのケーブルで100Mまで伸ばすこ

とができます。また、MTX-70P-42，Lはエマージェンシーバイパス機能を内蔵しており、カスケード接続時に中間の

パネルの電源が切れても、その他のパネルの操作可能です。ただし、エマージェンシーバイパス 

機能は機械リレーを使用している関係で、連続して複数のパネルの電源が同時に切れた場合、等価的にBNCの

ケーブル長が数百メートルに及ぶケースも発生する為、この場合の動作保障は致しかねます。 

 

 

MTX-70P-42　（背面）

 

MTX-70P-42（背面）

 

MTX-70P-42L　（背面）

 

MTX-70P-42L　（背面）

MTX-70-42　（背面）

BNCケーブル

カスケードしない場合はオープン。
75Ω終端抵抗は必要ありません。

 

図4.122 カスケード接続例 

 

（５） キートップデザインのカスタマイズについて 

工場出荷設定では、1～4の数字が表示されます。 

キートップのデザインをカスタマイズするには、アプリケーションソフト「ボタンエディット」を使用します。 

「ボタンエディット」は付属CD-ROMの中に入っています。 

「ボタンエディット」を使用すると、MTX-70P-42に任意の文字を表示させることができます。文字の登録は 

「ボタンエディット」をインストールしたPCとMTX-70-42Fを実装したVbus筐体をネットワーク接続して行います。エ

ディットしたデータはMTX-70-42Fに保存されますので、電源を入れる度にデータを転送する必要はありま 

せん。データを保存したMTX-70-42FとMTX-70P-42をBNCケーブルで接続すると、自動的にMTX-70P-42に 

文字情報が転送されます。 

※MTX-70-42Fは、INPUTボタンの 1～8 を使用します。その他のボタンは未使用です。 
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MTX-70P-42を増設する際も、セットアップの必要は無いので

簡単です。エディットしたデータをPCのハードディスクにバッ

クアップすることもできます。また、バックライトの発光色を、

入力チャンネル毎、あるいは出力チャンネル毎に指定するこ

とができます。「ボタンエディット」はWindowsアプリケーション

です。フォントは、Windows OSにイ

ンストールされたトゥルータイプフォ

ントがご使用頂けます。  

 

図4.123 漢字表示例        

図4.124 「ボタンエディット」画面    

 

（６） ボタンエディットの使い方 

付属CD-ROM 内にある「MTX-70_ButtonEdit.exe」を、ローカルコンピューター内の任意の場所にコピーしてくだ 

さい。 

本体が実装されているVbus筐体がネットワークに接続されていることを確認してください。初期モデルのVbus-70B

はネットワークに対応しておりません。詳しくは弊社までご連絡ください。Vbus-71H を除く Vbus-70C シリーズは全

てネットワークに対応しております。 

Vbus 筐体の IP アドレスの工場出荷設定は「192.168.1.1」です。Vbus 筐体の IP アドレスの変更の仕方については、

各筐体の取扱説明書を参照してください。 

 

【アプリケーションの起動】 

「MTX-70_ButtonEdit.exe」をダブルクリックして起動してください。下記のウィンドウが表示されます。 

 

図4.125 ボタンエディット起動画面 
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【本体と接続する】 

接続先IPアドレスを設定し、[接続]ボタンをクリックしてください。接続が成功すると、本体が実装されているスロッ

ト番号、及びモデル名を表示します。接続に失敗した時は、エラーメッセージを表示します。 

Vbus 筐体の IP アドレスの変更方法については各筐体の取扱説明書を参照してください。 

Telnet で筐体の IP アドレスを変更することができます。Telnet コマンドが使用できない場合、OS の設定で無効化

されている可能性があります。その場合、下記の設定箇所にて、Telnet クライアントを有効にしてください。 

＞コントロールパネル\プログラムと機能\Windows の機能の有効化または無効化 

※PC、Vbus 筐体の IP アドレスの設定、変更の際は、ネットワーク管理者へご相談ください。 

【画面説明】 

21

23

13

14

15

16 17

18

19

1

2

3 45

67

8 9

11

20

10

12

22

24

 

図4.126 ボタンエディット編集中画面 

1. 接続先IP アドレス ····································· 本体が実装された Vbus 筐体の IP アドレスを設定します。 

2. スロット番号 ··················································· 接続している本体の実装スロット、機種名が自動検出され、表示されます。Vbus 筐体に複数の本体が実装

されている場合、プルダウンリストで機器を選択します。プルダウンリストに機種名が表示されない場合、

IP アドレスの設定、ネットワークの設定が正しいか確認してください。 

3. 接続ボタン ······················································ 接続先IP アドレスを変更した場合、接続ボタンを押してください。 

4. 転送ボタン ······················································ 接続先の本体にデザイン情報を転送し、登録します。転送完了後、自動的にリモートパネルのキートップに

デザインが反映されます。 

5. 取得ボタン ······················································ 本体に登録されているキートップのデザイン情報を取得します。 

6. 保存ボタン ······················································ キートップのデザイン情報を、PC のストレージに保存します。 

7. ファイルの読み込みボタン ················· キートップのデザイン情報を、PC のストレージから読み込みます。 
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8. 出力ボタン色指定モード ······················· リモートパネルの OUTPUT のボタン毎に任意の発光色を指定できます。入力ソースボタンの発光色は、任

意の一色を一律に指定することができます。「入力ソースボタン色指定モード」、「出力ボタン色指定モード」

のどちらかを指定します。 

9. 入力ソースボタン色指定モード ········ リモートパネルの入力ソースボタン毎に任意の発光色を指定できます。出力ボタンの発光色は、選択され

ている入力ボタンの発光色が反映されます。「入力ソースボタン色指定モード」、「出力ボタン色指定モード」

のどちらかを指定します。 

10. 入力ソースボタン選択1～16 ············· 編集する「入力ソースボタン」を選択します。 

11. 入力ソースボタンビュアー ··················· 編集した「入力ソースボタン」、「発光色」が一覧で確認できます。ドラッグ＆ドロップで編集したデザインの

コピーができます。 

12. 出力ボタン選択1～8 ······························· 編集する「出力ボタン」を選択します。 

13. 出力ボタンビュアー ·································· 編集した「発光色」が一覧で確認できます。ドラッグ＆ドロップで編集した色のコピーができます。「出力色

指定モード」を選択している時有効です。 

14. フォント選択 ··················································· 文字フォントを選択します。OS にインストールされているフォントが使用できます。 

15. 文字装飾ボタン ··········································· ボールド文字、斜体文字の選択ができます。 

16. 文字入力ウィンドウ··································· キーボードを使用して、キートップに表示する文字を入力します。二段目に文字を入力すると、実際の表示

も二段表示となります。 

17. 入力文字反映ボタン ································ 文字入力ウィンドウに入力した文字が、エディットウィンドウ、入力ボタンビュアーに反映されます。 

18. 文字自動消去 ··············································· チェックボックスを有効にすると、「入力文字反映ボタン」を押す度に、エディットウィンドウの表示が自動で

クリアされます。 

19. 文字サイズ自動調整 ······························· チェックボックスを有効にすると、文字数に応じてフォントサイズが自動調整されます。 

20. ピクセルエディットツール ····················· マウスで、自由曲線をエディットすることができます。ピクセルの反転、消去ボタンもあります。 

21. 背景色変更ボタン ······································ 選択している「入力ソースボタン」、あるいは「出力ボタン」の発光色を変更します。RGB のスライドスイッチ

を操作すると、エディットウィンドウの背景色（＝バックライトの発光色）が変化します。 

22. エディットウィンドウ ·································· 選択している「入力ソースボタン」、あるいは「出力ボタン」のキートップ表示イメージが拡大表示されます。

背景色は、バックライトの発光イメージです。 

23. 終了ボタン ······················································ アプリケーションを終了します。 

24. SNMP コミュニティ名 ······························· SNMP コミュニティ名を設定します。 

 

【リモートパネルに文字を表示する】 

「.画面説明」の項を参照しながら下記の手順に従って操作してください。 

（1） 本体の PANEL 端子とリモートパネルの PANEL IN 端子を同軸ケーブルで接続します。 

（2） 本体が実装された Vbus 筐体と PC をネットワークで接続します。 

（3） 本体とリモートパネルの電源を投入します。 

（4） 「MTX-70_ButtonEdit」を起動し、ネットワークの接続を確認します。 

（5） ⑨、⑩、⑱、⑲を選択し、⑯のウィンドウに 4 文字程度の文字を入力してください。 

（6） ⑰を押すと、⑪、㉒のウィンドウに文字が反映されます。 

（7） ㉑の RGB スイッチを動かし、任意の色を作成してください。⑪、㉒の背景色が変化します。 

（8） ④のボタンを押すと、本体にデータが送信され、リモートパネルのボタンに文字が反映されます。 

この設定は本体の不揮発性メモリ記録されますので、電源を切っても設定は保持されます。 
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【アプリケーションの終了】 

設定が完了したら、[終了]ボタンをクリックしてください。ウィンドウを閉じても問題ありません。 

[終了]をクリックしないで別の本体に接続を替えた時は、[接続]ボタンをクリックしてください。 

 

【アンインストール】 

ローカルコンピューターにコピーした「MTX-70_ButtonEdit.exe」を削除してください。 

このアプリケーション使用するデータは以下のフォルダー内（隠しフォルダ）に書き出されています。 

  C:\ProgramData\VIDEOTRON\MTX-70 

※本ソフトウェアは、レジストリを使用していません。 

 

11．シーケンスモードについて 

シーケンスモードは、メニューで指定した入力を順番に出力します。実行する出力チャンネルを選び、入力チャンネ

ルを個別に切り替えのON/OFFで指定します。切り替え時間は等間隔で、1秒～99秒まで指定できます。切り替え時

間をOFFにすると、シーケンスモードを停止します。出力チャンネルで指定したチャンネルのREMOTE/LOCAL切り替

えスイッチをREMOTEにすると、シーケンスモードを開始します。  

例．OUTPUT1：1→2→4→1・・・の動作ができます。(1→4→2→1・・・の動作はできません)。 

REMOTE & LOCALで実行中、手動で入力チャンネルを切り替えても、次の切り替え時刻になると予定の 

チャンネル（シーケンスモードで設定した個別の入力チャンネル）に切り替わります。 出力チャンネルで指定した以

外のチャンネルは、通常の動作になります。 メニュー表示中は、シーケンスモードの動作を停止します。 

注：メニュー表示状態で未操作状態が10分間続くと、自動的にメニュー階層を抜けます。メニュー階層を抜けた時に

シーケンスモードがONの状態で、REMOTE設定になっているとシーケンスモードの実行が開始されます。 
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12．フェーダー制御について 

フェーダー制御は、RS-422のシリアルコマンドで、フェーダーレバーの操作に対応します。 

【機能】 

1. MTX-70-42Fの動作モードは、OAPVモードで動作します。 

2. トランジションタイプの指定、取得ができます 【CUT/FADE/ DSLV】。 

3. トランジションタイムの指定、取得ができます 【AUTO TAKE用 1～1999Frame】。 

4. フェーダーの分解能は、1024段階です。 

5. フェーダーのA/B BUSの状態が取得できます。 

6. PGM列とPST列を直接指定することができます。 

7. OUT1はPGM出力となり、OUT2はPST出力となります。 

 

 【手順】 

SETコマンドでPST BUS、BUSモード設定、トランジションモード、トランジションスピードを指定します。 

GETコマンドでBUSの状態を確認して、FADERコマンドを発行してください。 

FADERがBUS端になると、PGM列とPST列が入れ替わり、CHANGE完了となります。 

コマンドにより、PST列の動作を指定できます。 

TAKEコマンドを受けると、AUTO TAKEを実行します。 

 

CHANGE 完了後の PST 列の動作は３種類あります。 

1. PGM 列と同列になります。【OAPV】 

2. PGM 列と PST 列が交替します。【OAPX】 

3. PST 列は固定になります。 

これらの動作は、コマンドにより指定します。 

 

A/B BUS とフェーダーは、下図の様な関係になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1   2  3  4 

OUT1  PGM 

IN 

0 

1023 

A 

B 

OUT2  PST PST 
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【OAPV モードの動作】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【OAPX モードの動作】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

映像出力  PGM 1 1→2 2 2 2→1 1 

PST 2 2 2 1 1 1 

入力信号  A BUS 1 1 1 1 1 1 

B BUS 2 2 2 2 2 2 

FADER 値 0 1→1022 1023 1023 1022→1 0 

STATUS     PGM 1 1 2 2 2 1 

(G command )   PST 2 2 2 1 1 1 

映像出力  PGM 1 1→2 2 2→1 1 

PST 2 2 1 1 2 

入力信号  A BUS 1 1 1 1 1 

B BUS 2 2 2 2 2 

FADER 値 0 1→1022 1023 1022→1 0 

STATUS     PGM 1 1 2 2 1 

(G command )   PST 2 2 1 1 2 

DSLV  

A 0 

B 1023 

CH 1 CH 2 

SET 

CH 1 

(PGM) 

(PST) CH 1 CH 2 

CH 1 

END SET END CHG CHG 

50% 

DSLV  

A 0 

B 1023 

CH 1 CH 2 

SET 

CH 1 

(PGM) 

(PST) CH 1 

CH 1 

END END CHG CHG 

50% 

CH 2 CH 2 
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【固定モードの動作】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●動作仕様 

1. FADER 動作途中の AUTO TAKE は、現在の BUS 端方向に TAKE 実行します。 

2. AUTO TAKE 中は、FADER コマンドは無効です。 

3. TAKE 実行中に、AUTO TAKE コマンドを受けると、TAKE 実行を中止します。 

4. TAKE 実行中と FADER 動作途中は、トランジションモードの変更、SET コマンド、BUS コマンドは無効です。 

BUS 端の位置で有効になります。 

 

13．4KFS モードについて  

MTX-70-42Fを2台使用すると、4Kクワッドリンク信号用のFS装置として使用することができます。一般的に非同期信

号を同期させる場合、あるタイミングでフレームを飛ばす、または前のフレームを重複出力させることにより時間軸

の帳尻を合わせます。4KFSモードではPANEL端子を相互接続することによりフレーム飛ばし／重複処理のタイミン

グを同期させることができます。非同期の入力信号は、入力信号間で同期している必要がありますが、入力信号間

の位相差は±16ラインまで吸収します。PAYLOADの設定は”THROUGH”にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-13.1 4KFS の接続 

映像出力  PGM 1 1→2 2 2→1 1 

PST 2 2 2 2 2 

入力信号  A BUS 1 1 1 1 1 

B BUS 2 2 2 2 2 

FADER 値 0 1→1022 1023 1022→1 0 

STATUS     PGM 1 1 1 1 1 

(G command )   PST 2 2 2 2 2 

FS FS N/A N/A

IN1 IN2 IN3 IN4

OUT1 OUT2

REF信号

4Kクワッドリンク　リファレンス同期映像出力

PANEL

MTX-70-42F

4Kクワッドリンク 非同期映像入力

FS FS N/A N/A

IN1 IN2 IN3 IN4

OUT1 OUT2

REF信号

PANEL

MTX-70-42F

DSLV  

A 0 

B 1023 

CH 1 CH 2 

SET 

(PGM) 

(PST) CH 1 

CH 1 

END END CHG CHG 

50% 

CH 2 
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14．GENLOCK の位相調整について 

SYSTEM→REFERNCE→EXT SUB を選択した場合、リファレンス信号は、筐体内部バス経由で供給されます。リファ

レンス入力端子を持つ筐体（Vbus-70C シリーズ等）を使用する場合は、筐体のリファレンス分配機能を使用して

MTX-70-42F にリファレンス信号を供給することができます。 

リファレンス入力端子を持たない筐体（Vbus-70B 等）をご使用の際は、他スロットでリファレンス分配機能をもつ製

品をリファレンスマスター設定にすることで MTX-70-42F にリファレンス信号を供給することができます。 

SYSTEM→FS/AVDL→IN1～4→AVDL を選択した場合、1LINE の AVDL（3G Level-B は 2LINE の AVDL）が機能し

ます。出力の位相は工場出荷時設定でリファレンス信号と同相で出力されます。1080i の信号を入力した場合、

MTX-70-42F の最小内部遅延は約2μs（3G 信号は約1μs）ですので、リファレンス信号と同相の LINE 信号を入力

した場合、AVDL の LINE 位相引き込み範囲を外れるために映像の中身が 1 ライン（3G Level-B は 2 ライン）落ちて

出力されます。 

（映像は 1 ライン（3G Level-B は 2 ライン）落ちて見えますが、出力の同期信号はリファレンス信号と同相です。） 

リファレンス信号と同相で出力させ、かつ映像を1ライン落とさずに出力させたい場合は約2μs（3G信号は約1μs）

以上アドバンスした LINE 信号を使用するか、または約2μs（3G 信号は約1μs）ディレイしたリファレンス信号を使

用してください。 

REF信号
H位相

0-1 1

1H

GENLOCK H=0設定
（工場出荷時）
引き込み範囲

入力信号引き込み範囲
1080i：約25μs

SDI IN
入力位相

SDI OUT
出力位相

内部遅延
HD：約2μs

 

図4-14.1 SDI 入力位相引き込み範囲 

 

安定して SDI 信号が AVDL の引き込み範囲内にあると、画面右端のステータスが、“INPUT1：Stability”と表示されま

す。引き込み範囲から外れた場合、あるいは引き込んでいるが余裕がない場合は“INPUT1：Instability”と表示されま

す。この場合、ライン信号、またはリファレンス信号の位相をずらして“INPUT1：Stability”と表示されるように調節して

ください。また、ディレイしたリファレンス信号を用意できない場合は、疑似的に MTX-70-42F 側でリファレンス信号の

位相をずらすことができます。調整方法には手動調整と自動調整があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【画面右端の表記について】
1080i/59.94
INPUT1: Instability  ←AVDLモードで動作し、AVDLの引き込み範囲外にあることを意味します。
    0Line -268 dot　 ←リファレンス信号との位相差です。※1（入力信号が-268dotアドバンス）
     -3.6180 usec
INPUT2: Stability　　←AVDLモードで動作し、AVDLの引き込み範囲内にあることを意味します。
    0Line  115 dot　 ←リファレンス信号との位相差です。※1（入力信号が115dotディレイ）      
　　　　1.5525 usec
INPUT3: FS mode　　　←FSモードで動作していることを意味します。
    0Line  115 dot　 ←リファレンス信号との位相差です。
      1.5525 usec
INPUT4: FS mode　　　←FSモードで動作していることを意味します。
        UNSYNC……　 ←リファレンス信号と非同期の信号が入力されています。
………………………

※1　実際はAVDLが正しく入力信号を引き込める最小値から計算した値です。
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手動調整手順 

SYSTEM→GENLOCK→MANUAL の階層にて、H、V の位相を動かすことができます。“Stability”と表示されるように

設定してください。なお、H、V の位相を動かすと AVDL の引き込み範囲と出力の位相が同時に動きますので注意し

てください。 

 

自動調整手順 

SYSTEM→GENLOCK→MINIMUM の階層で ENTER ボタンを押します。自動でリファレンス信号と AVDL 設定されて

いる各 SDI 信号の入力位相を見て自動調整します。 

SDI 信号が安定して AVDL の LINE 位相引き込み範囲に入り、かつ最小遅延(最小遅延に余裕を持たせたい場合、

事前に SYSTEM→GENLOCK→MIN OFFSET でオフセットするゲンロックタイミング水平位置を設定しておきます)で

設定されます。MTX-70-42F の前段にブランキングスイッチャーがある場合、どの系統においても“Stability”の判定

がされることを予め確認してください。ある系統で“Instability”と表示された場合、再度自動調整を実行するか、ある

いは手動調整で H の位相を＋方向に調整してください。 

自動調整は、AVDL 設定の入力信号が全て対象になります。自動調整が成立する条件として、AVDL 設定の各入力

信号の位相差が 1H 以内（3G Level-B は 2H 以内）であることが必要です。各入力信号の位相差が 1H を超えている

場合、適宜FS 設定に変更してください。FS 設定にしている入力チャンネルは、自動調整時に無視されます。 
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5．外部インターフェイス 
 

【GPI/RS-422】 

ピン番 I/O 信号 機能 

1 I 接点入力 マトリックス切替、フリーズ、チェンジ制御等 

2 I 接点入力 マトリックス切替、フリーズ、チェンジ制御等 

3 I 接点入力 マトリックス切替、フリーズ、チェンジ制御等 

4 I 接点入力 マトリックス切替、フリーズ、チェンジ制御等 

5 - GND 信号 GND 

6 O 接点出力 ソース選択、チェンジ完了、トランジション完了、入力エラー等のタリー 

7 O 接点出力 ソース選択、チェンジ完了、トランジション完了、入力エラー等のタリー 

8 O 接点出力 ソース選択、チェンジ完了、トランジション完了、入力エラー等のタリー 

9 O 接点出力 ソース選択、チェンジ完了、トランジション完了、入力エラー等のタリー 

10 +12V 電源 テスト用+12V 電源 

11 I RxD RS-422 IF のデータ入力端子 

12 I /RxD RS-422 IF のデータ入力端子 

13 O TxD RS-422 IF のデータ出力端子 

14 O /TxD RS-422 IF のデータ出力端子 

15 - GND 信号 GND 

※接点出力の絶対最大定格は 60V、300mA です。外部抵抗で電流を 300mA 以下に制限してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

+5V+VCC

5,15

1～4

REMOTE

6～9

5,15

+VCC

REMOTEコネクターの

ピン番号

外部TAKE信号

外部タリーランプ等

①

⑮

⑤

⑪
筐体背面から見たピン配列

高密度タイプDsub-15ピン(F)コネクター RS-422

12

11

14

13

RxD

TxD

5,15
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【MTX-70-04】 GPI-70B 接続ケーブル（オプション） 

M
T
X
-
7
0
-
4
2
F

R
S
-
4
2
2

Dsub-9（m）

Dsub-15（m）　高密度タイプ

MTX-70-42F
GPI/RS-422端子へ

MTX-70-04　（0.6m）

GPI-70B
RS-422端子へ

16ch　接点出力

16ch　接点入力

 

オプションの GPI-70B、MTX-70-04 を使用すると、接点の入出力数を 16ch に増設することができます。 

 

＜MTX-70-04 GPI-70B 接続端子＞ ※Dsub-9（m） インチネジ 

ピン番 I/O 信号 機能 

1 - GND 信号 GND 

2 O /RxD RS-422 IF のデータ入力端子 

3 I TxD RS-422 IF のデータ出力端子 

7 O RxD RS-422 IF のデータ入力端子 

8 I /TxD RS-422 IF のデータ出力端子 

9 - GND 信号 GND 

 

【GPI-70B】 GPI インターフェイス（オプション） 

＜Dsub-37（f） REMOTE 仕様＞ 

ピン番 I/O 信号 機能 

1～16 I 接点入力 マトリックス切り替え、OA/PV 制御等 

17、18 - GND 接点入力用 GND 

19 - - 未使用 

20～35 O 接点出力 マトリックスステータス、OA/PV 制御のタリーバック等 

36、37 - コモン 接点出力用のコモン 

 

GPI 接点入力
ピン番号

外部接点制御

+5v

①

⑳

GPI 接点出力
D-SUB 37PIN (f)
コネクタ接続面⑲

37

VCC

17,18

ピン番号

外部タリ-ランプ等

36,37

20～
35

1～
16

 

※ 接点出力の絶対最大定格は60V、300mAです。外部抵抗で電流を300mA以下に制限してください。 

※ TTL 信号で制御する際は、吸い込み電流が 12mA まで耐えられるデバイスで駆動してください。 
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【MTX-70-05】 RS-422 変換ケーブル（オプション） 

M
T
X
-
7
0
-
4
2
F

R
S
-
4
2
2

Dsub-9（f）Dsub-15（m）　高密度タイプ

MTX-70-42F
GPI/RS-422端子へ

MTX-70-05　（1m）

RS-422制御

 

オプションの MTX-70-05 を使用すると、一般的な Dsub-9（f）、RS-422 I/F に変換することができます。 

 

＜MTX-70-05 GPI-70B 接続端子＞ ※Dsub-9（f） インチネジ 

ピン番 I/O 信号 機能 

1 - GND 信号 GND 

2 O /TxD RS-422 IF のデータ出力端子 

3 I RxD RS-422 IF のデータ入力端子 

4 - GND 信号 GND 

6 - GND 信号 GND 

7 O TxD RS-422 IF のデータ出力端子 

8 I /RxD RS-422 IF のデータ入力端子 

9 - GND 信号 GND 

 

①

⑨

⑤

⑥

MTX-70-05コネクター接合面

Dsub-9ピン(f)コネクター（インチネジ）
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【タイミングチャート】 

動作モードが 4X2、4X1モードとOAPV、OAPXモードでは、GPI TALLY（入力信号状態）の変化点が異なります。 

4X2、4X1モードは、CHANGE実行開始点で変化します。 

OAPV、OAPXモードは、CHANGE実行完了点で変化します。 

 

① 4×2、4×1 

・CUT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・DISSOLVE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

DSLV  

A 0 

B 1023 

CH 1 CH 2 

GPI IN 

TAKE開始 

16～50ms 

GPI TALLY 

TRS TALLY 

TRS END 

1fr 

100ms 

CH2 

CUT 

CH 2 

A 0 

B 1023 

A 0 

B 1023 

CH 1 CH 2 

VIDEO 

AUDIO 

CH 1 

GPI IN 

1fr 

GPI TALLY 

TRS TALLY 

TRS END 

1fr 

100ms 

16～50ms 

TAKE開始 

CH2 
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・FADE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② OAPV、OAPX 

・CUT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

FADE 

A 0 

B 1023 

CH 1 CH 2 

TAKE開始 

GPI TALLY 

TRS TALLY 

TRS END 

1fr 

100ms 

CH2 

GPI IN 

16～50ms 

CUT 

CH 2 

A 0 

B 1023 

A 0 

B 1023 

CH 1 CH 2 

VIDEO 

AUDIO 

CH 1 

GPI IN 

1fr 

GPI TALLY 

TRS TALLY 

TRS END 

1fr 

100ms 

16～50ms 

TAKE開始 

CH2 
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・DISSOLVE  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・FADE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

DSLV  

A 0 

B 1023 

CH 1 CH 2 

GPI IN 

TAKE開始 

16～50ms 

GPI TALLY 

TRS TALLY 

TRS END 

1fr 

100ms 

CH2 

FADE 

A 0 

B 1023 

CH 1 CH 2 

TAKE開始 

GPI TALLY 

TRS TALLY 

TRS END 

1fr 

100ms 

CH2 

GPI IN 

16～50ms 
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6．SNMP 

Vbus筐体からSNMPでステータス監視を行う時、MTX-70-42FのMIBデータは、以下の表に対応します。 

オブジェクト識別子は、【1．3．6．1．4．1．20120．20．1．[機種コード]．1．1．［項番］．［Index］】になります。 

（旧識別子は、【1．3．6．1．4．1．20120．［Index］ ．［項番］．0】となります） 

例：機種：MTX-70-42F、項番：3、スロット：1番の場合は【1．3．6．1．4．1．20120．20．1．244．1．1．3．1】となります。 

 

[機種コード] ・・・ 機種毎に番号が割り当てられています。(MTX-70-42Fは244となります。) 

［項番］ ・・・ 下記表の項番が入ります。（項番＝OID：2バイト） 

［index］ ・・・ スロット番号が入ります。（10スロットタイプの筐体は1～１０が入ります。） 

 

MIBデータが変化した時は【TRAP】が発生します。（SNMPまたはWebserverで更新された項番は【TRAP】が発生しま

せん。）※SNMPおよびSNMP TRAPの詳細はVbus筐体の取扱説明書を参照してください。 

  

表の内容 

アクセス  ・・・ R/O＝ReadOnly、R/W＝Read/Writeを表します。 

TRAP   ・・・ MIBデータが変化してトラップが発生する物を［○］で表します。 

 

項

番 

オブジェクト 

識別子 

アク 

セス 

バイト 

数 
内容 実装例 SYNTAX TRAP 

1 mtx7042fpid R/O 80 プログラム情報 

製品コード 

   “MTX-70-42F” 

会社名 

   “VIDEOTRON Corp” 

バージョン 

   “01.04.00” 

製造日時 

   “2021/04/28 WED” 

   “Build-20:00:24” 

STRING  

3 mtx7042fKcod R/O 4 機種コード=244 244(d)=F4(h) INTEGER  

21 mtx7042fMuduleStatus R/O 4 

メインモジュールステータス 

0:正常  1=DipSw No.8 での設定初 

期化が有効  2=メインモジュール

の再起動指示 

DipSw No.8 オンの場合 

1 
INTEGER ○ 

40 mtx7042fhard R/O 4 
FPGA のバージョン情報 

bit0～31:FPGA バージョン情報 

英数字4 文字 

 V0 
INTEGER  

54 mtx7042fRs422Mode R/O 4 
RS-422 の切り替え 

0=OFF 1=NORMAL 2=GPI70 

RS-422 制御許可 

2 GPI-70 
INTEGER ○ 

55 mtx7042fSnmpMode R/O 4 

snmp 設定の 関連付け 

0=OFF 

1=REMOTE ON 時に有効 

2=LOCAL ON 時に有効 

snmp 設定 

LOCAL ON 時に有効 

2 

INTEGER ○ 

56 mtx7042fStartMode R/W 4 

起動時のクロスポイント 

0:最後のクロスポイント 

1～16:PRESET1-16 

最後のクロスポイントで起動 

0 
INTEGER ○ 

57 mtx7042fCrossPoint1 R/W 4 

現在のクロスポイント 

(4×2、4×1 の時) output1 

PGM 出力のチャンネル 

(OAPV、OAPX の時) 

input 1～4 INTEGER ○ 

58 mtx7042fCrossPoint2 R/W 4 

現在のクロスポイント 

(4×2、4×1 の時) output2 

PST 出力のチャンネル 

(OAPV、OAPX の時) 

input 1～4 INTEGER ○ 

65 mtx7042fPresetLoad R/W 4 
プリセットをクロスポイントに 

読み出す 

0:該当無し 

1～16:プリセット番号 
INTEGER ○ 
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66 mtx7042fSetPresetNo R/O 4 

プリセット登録 

※MTX-70 アプリケーション互換の

為の項目です。MTX-70-42F では

無効です。 

常に 0 INTEGER ○ 

67 mtx7042fPresetOut1 R/O 4 

登録するクロスポイント output1 

※MTX-70 アプリケーション互換の

為の項目です。MTX-70-42F では

無効です。 

常に 0 INTEGER ○ 

68 mtx7042fPresetOut2 R/O 4 

登録するクロスポイント output2 

※MTX-70 アプリケーション互換の

為の項目です。MTX-70-42F では

無効です。 

常に 0 INTEGER ○ 

83 mtx7042fPairingMode R/O 4 

ペアリングモード 

0=NOR(4×2) 

3=4×1 

0 または 3 INTEGER ○ 

84 mtx7042fExtStatus R/W 4 

拡張用ステータス 

RemoteLocal1～2： 

 0:Remote ON/Local ON 

 1:Remote ON/Local OFF 

 2:Remote OFF/Local OFF 

 3:Remote OFF/Local ON 

シーケンスモードのON/OFFと切り

替え時間： 

 0(OFF),1～99(ON,sec) 

Bit1,0=RemoteLocal1 

Bit3,2=RemoteLocal2 

Bit23～16=SequenceMode 

INTEGER ○ 

1000 mtx7042fRefInputStatus R/O 4 

INPUT STATUS 

bit1: 0=REF 入力無し、1=REF 入力

有り 

bit0,2～bit7: 未使用 

REF 入力有り 

2 
INTEGER ○ 

1001 mtx7042fLine1Status R/O 4 

LINE1 に入力されている信号種類 

0=1080i/59.94 

1=1080i/50 

2=1080p/59.94 Lv A 

3=1080p/50 Lv A 

4=1080sF/24 

5=1080sF/23.98 

6=1080p/24 

7=1080p/23.98 

9=未入力もしくは認識できない

フォーマット 

10=1080p/59.94 Lv B 

11=1080p/50 Lv B 

1080i/59.94Hz 

0 
INTEGER ○ 

1002 mtx7042fLine2Status R/O 4 

LINE2 に入力されている信号種類 

パラメーター仕様は Line1 Status と

同様。 

1080i/59.94Hz 

0 
INTEGER ○ 

1003 mtx7042fLine3Status R/O 4 

LINE3 に入力されている信号種類 

パラメーター仕様は Line1 Status と

同様。 

1080i/59.94Hz 

0 
INTEGER ○ 

1004 mtx7042fLine4Status R/O 4 

LINE4 に入力されている信号種類 

パラメーター仕様は Line1 Status と

同様。 

1080i/59.94Hz 

0 
INTEGER ○ 

1005 mtx7042fFormatStatus R/O 4 

現在の動作映像フォーマット 

0=1080i/59.94 

1=1080i/50 

2=1080p/59.94 

3=1080p/50 

4=1080sF/24 

5=1080sF/23.98 

6=1080p/24 

7=1080p/23.98 

10=1080p/59.94 Lv B 

11=1080p/50 Lv B 

1080i/59.94Hz 

0 
INTEGER ○ 

1006 mtx7042fFormatSelect R/W 4 

現在選択されてる動作映像フォー

マット 

0=1080i/59.94 

1=1080i/50 

2=1080p/59.94 

3=1080p/50 

4=1080sF/24 

5=1080sF/23.98 

1080i/59.94Hz 

0 
INTEGER ○ 
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6=1080p/24 

7=1080p/23.98 

9=AUTO 

10=1080p/59.94 Lv B 

11=1080p/50 Lv B 

1007 mtx7042fModeSelect R/W 4 

現在選択されてる動作モード 

0=4×2 

1=4×1 

2=OAPV 

3=OAPX 

4=2CH 

5=4KFS MAIN 

6=4KFS SUB 

4×2 

0 
INTEGER ○ 

1008 mtx7042fReferenceSelect R/W 4 

現在選択されてるﾘﾌｧﾚﾝｽ 

bit1-0: 入力ﾌｫｰﾏｯﾄ 

 0  0= EXT_DIRECT（EDIR） 

 1  0= EXT_SUB（ESUB） 

 1  1= LINE DIRECT（LDIR） 

EXT_SUB 

2 
INTEGER ○ 

1009 mtx7042fGenlockPosH R/W 4 ゲンロック水平ポジション 0 INTEGER ○ 

1010 mtx7042fGenlockPosV R/W 4 ゲンロック垂直ポジション 0 INTEGER ○ 

1011 mtx7042fTransitionMode R/W 4 

トランジションモード 

0=CUT 

1=FADE 

2=DISSOLVE 

CUT 

0 
INTEGER ○ 

1012 mtx7042fOutTransitionTime R/W 4 
アウトトランジションタイム 

1～1999 フレーム 
30 INTEGER ○ 

1013 mtx7042fInTransitionTime R/W 4 
イントランジションタイム 

0(COPY),1～1999 フレーム 
0 INTEGER ○ 

1014 mtx7042fChange R/W 4 

OAPVモードでPV/OAのCHANGE

を行います。 

0=CHANGE 中の強制中止 

1=CHANGE 

CHANGE 

1 
INTEGER ○ 

1015 mtx7042fFsAvdl R/W 4 

FS/AVDL 設定 

bit0～1: INPUT1 

0=FS,1=AVDL,2=AD AVDL 

bit2～3: INPUT2 

0=FS,1=AVDL,2=AD AVDL 

bit4～5: INPUT3 

0=FS,1=AVDL,2=AD AVDL 

bit6～7: INPUT4 

0=FS,1=AVDL,2=AD AVDL 

bit8: フレーム同期 

0=OFF,1:ON(FS 設定で有効) 

ALL AVDL 

85d(55h) 
INTEGER ○ 

1016 mtx7042fAvdlStatus R/O 4 

LINE1 IN の AVDL ステータス 

0=LINE信号とリファレンス信号の時

間差が AVDL の安全な引き込み範

囲内にある 

1=LINE信号とリファレンス信号の時

間差が AVDL の安全な引き込み範

囲にない 

bit0：LINE1 INPUT 

bit1：LINE2 INPUT 

bit2：LINE3 INPUT 

bit3：LINE4 INPUT 

LINE 信号とリファレンス信号の

時間差がAVDLの安全な引き込

み範囲にない 

1 

INTEGER ○ 

1017 mtx7042fFanStatus R/O 4 

モジュール基板上に実装された

ファンの回転数ステータス 

0=回転数正常 

1=回転数異常もしくは停止状態 

ファンに異常が発生 

1 
INTEGER ○ 

1018 mtx7042fAudioSetting R/W 4 

出力エンベデッド音声のイネーブ

ル設定 

0=無効 1=有効 

 bit0：音声グループ 1 

 bit1：音声グループ 2 

 bit2：音声グループ 3 

 bit3：音声グループ 4 

SRC の設定 

0=AUTO(設定に応じて SRC が有

効) 

音声グループ 1 と 2 を有効 

3 
INTEGER ○ 
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1=ON(強制的に SRC が有効) 

 bit4：SRC 

1019 mtx7042fFreezeCtrl R/W 4 

LINE 入力映像の強制フリーズ設定 

0=解除 1=フリーズ 

bit0：INPUT1 

bit1：INPUT2 

bit2：INPUT3 

bit3：INPUT4 

INPUT1 がフリーズ 

1 
INTEGER ○ 

1020 mtx7042f4KFSStatus R/O 4 

4KFS モードのステータス 

 親機・子機の同期状態 

0=正常 

1=不良 

※4KFS モード以外の時は、常に 0

です。 

同期状態が正常 

0 
INTEGER ○ 

 

※MIB フォーマットは映像出力8 チャンネルに対応しており、MTX-70-42F では冗長分を含んでいます。 

※お手持ちのVbus筐体がSNMP対応したものか分からない場合、筐体のシリアルナンバーを確認し、当社までお問い合わ

せください。 
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7．工場出荷設定 （ディップスイッチの操作） 
 

 ディップスイッチの操作により、工場出荷設定に戻すことができます。 

ディップスイッチは SW1 という名称で下図の位置にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置図 7-1 ディップスイッチ 

 

ディップスイッチに割り当てられている機能は下記の通りです。 

番号 状態 設定内容 

1 OFF 未使用 

2 OFF オプションのGPI-70B プリセットタリー出力を設定しま

す。 

3 OFF オプションのGPI-70B タリー機能を設定します。 

4～5 OFF 未使用 

6 OFF キートップデザインを初期化します。 

7 OFF 未使用 

8 ON 工場出荷設定にします。 

・常にBNC基板を取り付けた状態で行ってください。 

・未使用のスイッチは必ずOFFに設定してください。正常に動作しない場合があります。 

・ディップスイッチの6番がONの状態で起動すると、キートップデザインの初期化を開始します。 

※初期化の実行は約18秒かかります。初期化が完了すると、表示器に”ＲＳＴ！”を表示します。電源を落として 

ディップスイッチをOFFにしてください。 

・ディップスイッチの8番がONの状態で起動すると、工場出荷設定を開始します。 

※実行は１秒で終わります。表示器に”ＲＳＴ！”を表示したら、電源を落としてディップスイッチをOFFにしてください。

出荷時設定にすると、キートップの色はデフォルトに戻りますが、デザインは消えません。 

 

注意！ ディップスイッチの6番または8番は、設定終了後、電源を落として必ずOFFに戻してください。 

ONにしたままですと、電源投入時、常に設定がクリアされます。 

 

メインモジュール基板

 

1 2 3 4 5 6 7 8

O N

S
W

2

上にするとスイッチの設定が「ON」です。
工場出荷時は全てOFFです。

 

ディップスイッチの拡大図
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8．トラブルシューティング  
 

トラブルが発生した場合の対処方法です。 

 （文中の→は対処方法を示しています） 

 

現 象  電源が入らない！ 

原 因 ・筐体正面の電源スイッチはON側になっていますか？ 

・筐体の電源ケーブルのプラグはコンセントに挿入されていますか？ 

・筐体のヒューズは切れていませんか？ 

→もし交換してすぐにヒューズが切れるようであれば直ちに使用を中止し、弊社へお問い合わせください。 

 

現 象 まったく動作しない！ 

原 因 ・メインモジュール（基板）は奥まで正しく挿入されていますか？ 

→前面のふたを外し、奥まで確実に刺さっているかご確認ください。 

→表示器にキャラクターが表示されない場合、直ちに使用を中止し、弊社へお問い合わせください。 

 

現 象 映像が乱れる！ 

原 因 ・映像信号に対応したリファレンス信号を正しく入力していますか？ 

・REFランプは点灯していますか？ 

・設定メニューの”REF”は” EDIR”の設定で、REF INに信号を入力していますか？ 

→設定メニューの”REF”を”EDIR”の設定にし、入力信号に対応したREF信号を入力してください。 

→設定メニューの”REF”が”ESUB”の設定の場合、他モジュールにリファレンスを分配するモジュールが存在し

ていますか？設定を確認してください。 

・FORMATの設定は、入力信号のフォーマットと同じですか？ 

→FORMATの設定を入力信号と同じ設定にしてください。 

・FORMATの設定は、AUTOになっていませんか？ 

→FORMATの設定がAUTOの場合、IN1の信号を基準にして出力のフォーマットが決まります。 

AUTOの設定で使用する場合、必ずIN1に信号を入力してください。 

・FS/AVDLの設定はFSですか？ 

→FS/AVDLの設定がAVDLの場合、リファレンス信号とSDI信号の同期関係により映像が乱れます。FSの設定

で試してください。AVDLで使用したい場合、入力信号とSDI信号は同期している必要があります。

「4.3.1GENLOCK」の項を参照して確認してください 

・REFERENCEの設定は、LINE DIRECTですか？ 

→LINE DIRECTの設定ではIN1の入力信号にロックします。LINE DIRECT で使用する際は、IN1に安定した信号

を常に入力してください。 

 

現 象 入力信号が無い時、画像メモリーのゴミ等が出力され、映像が乱れる！ 

原 因 ・VIDEO - NO SIGの設定が、FREEの場合上記の様になることがあります。 

→FREE以外の設定に変更してください。 
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現 象 タイムコードが通過しない！ 

原 因 ・FS/AVDLの設定はAVDLになっていますか？ 

→FSを設定している入力チャンネルが1箇所でもあると、HANCは音声以外のパケットは通過しません。 

・PAYLOADの設定はOVERWRITEになっていますか？ 

→PAYLOADをOVERWRITEに設定すると、HANCは音声以外のパケットは通過しません。 

・SRCの設定がOVERWRITEになっていますか？ 

→SRCの設定をONにすると、HANCは音声以外のパケットは通過しません。 

 

現 象 MTX-70基板の表示器からクロスポイントが切り換えできない！ 

原 因 ・MTX-70P-42,LのLOCALスイッチの状態を確認して下さい。 

→LOCALがOFFになっていると切り替えできません。LOCALをONにして動作を確認して下さい。 

・切り替えを行う出力チャンネルのマッピング設定を確認して下さい。 

→マッピング設定が登録されている場合は、選択している出力チャンネルと同じ数字を設定し、 

マッピング設定を解除して動作を確認して下さい。 

 

現 象 Webserver画面からクロスポイントが切り換えできない！ 

原 因 ・MTX-70基板のSNMP設定がOFFになっていると、Webserver画面からコントロールできません。 

→SNMP設定をREMOTE/LOCALに設定して動作を確認して下さい。 

・切り替えを行う出力チャンネルのマッピング設定を確認して下さい。 

→MTX-70基板のマッピング設定が登録されている場合は、選択している出力チャンネルと同じ数字を 

設定し、マッピング設定を解除して動作を確認して下さい。 

 

現 象 クロスポイントの制御が効かない！ 

原 因 ・RS-422によるリモート制御の時 

→「現 象 RS-422制御が効かない！」を参照して下さい。 

・オプションのGPI-70Bによるリモート制御の時 

→「現 象 GPI-70Bの制御が効かない！」を参照して下さい。 

・オプションのパネルによるリモート制御の時 

→「現 象 MTX-70P-42,Lの制御が効かない！」を参照して下さい。 

・SNMPによるリモート制御の時 

→「現 象 SNMP制御が効かない！」を参照して下さい。 

・MTX-70基板の表示器の制御の時 

→「現 象 MTX-70基板の表示器からクロスポイントが切り換えできない！」を参照して下さい。 

・Webserver画面を制御の時 

→「現 象 Webserver画面からクロスポイントが切り換えできない！」を参照して下さい。 
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現 象 RS-422制御が効かない！ 

原 因 ・設定メニューの”RS-422 MODE”は”NORMAL”の設定になっていますか？ 

→”NORMAL”の設定になっていることを確認してください。 

・ご使用しているケーブルはRS-422ストレートケーブルですか？ 

→ケーブルの仕様、コントローラーのコネクターのピン番をご確認ください。 

・REMOTE/LOCALの設定がREMOTE OFFになってはいませんか？ 

→操作パネルを接続してREMOTEがONになっていることを確認してください。 

 

現 象 GPI-70Bの制御が効かない！ 

原 因 ・設定メニューの”RS-422 MODE”は”GPI-70B”の設定になっていますか？ 

→” GPI-70B ”の設定になっていることを確認してください。 

・GPI-70Bと接続しているケーブルはRS-422クロスケーブルですか？ 

→GPI-70Bに付属のRS-422クロスケーブルを使用してください。 

・REMOTE/LOCALの設定がREMOTE OFFになってはいませんか？ 

→操作パネルを接続してREMOTEがONになっていることを確認してください。 

 

現 象 MTX-70P-42,Lの制御が効かない！ 

原 因 ・MTX-70-42FのPANEL端子とMTX-70P-42,LのPANEL IN端子間を同軸ケーブルで接続していますか？ 

→ケーブルの接続を確認し、パネルのステータスが緑色に点灯することを確認してください。 

・MTX-70P-42,LのREMOTE/LOCALスイッチの設定はREMOTEがOFFになっていませんか？ 

→REMOTEの設定をONにして下さい。 

・MTX-70P-42,LのLOCKスイッチがONになっていませんか？ 

→LOCKスイッチの設定をOFFにして下さい。 

・入力ソースボタンのINHIBITがONになってはいませんか？ 

→入力ソースボタンのINHIBIT設定をOFFにして確認してください。 

操作方法はP12【電源投入時設定について】、【入力INHIBIT設定について】を参照して下さい。 
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現 象 SNMP制御が効かない！ 

原 因 ・設定メニューの"SNMP"は"REMT"(REMOTE)または"LOCL"(LOCAL)の設定になっていますか？ 

→"REMT"または"LOCL"の設定になっていることを確認してください。 

"OFF"の時は、SNMPによるネットワーク制御が無効になります。 

"REMT"の時、REMOTE/LOCAL設定が REMOTE ONの時に、SNMP制御が有効になります。 

"LOCL"の時、REMOTE/LOCAL設定が LOCAL ONの時に、SNMP制御が有効になります。 

Webserverからのクロスポイント設定をリモートパネルと同様に、LOCAL ONで切り替えたい場合、 

設定メニューの"SNMP"を"LOCL"に設定してください。 

標準では "SNMP"が"REMT"に設定されています。 

・ご使用しているLANケーブルはクロスケーブルですか？ 

→ハブを介さないでPCと直接LANケーブルで接続する場合はクロスケーブルを使用してください。 

・Vbus筐体、およびSNMP制御アプリケーションのコミュニティ名の設定は正しいですか？ 

→コミュニティ名の工場出荷時設定は”VIDEOTRON”です。「4．7．SNMP制御について」の【SNMPコミュニティ

名を変更する場合】の項を参照してください。 

・Vbus筐体のIPアドレスの設定は正しいですか？ 

→Vbus筐体の取扱説明書を参照し、IPアドレスを確認してください。 

 

現 象 VANCが通過しない！ 

原 因 ・AVDL設定で使用し、入力信号がAVDLの引き込み範囲を外れて映像がライン落ちしていませんか？ 

→「4.14 GENLOCKの位相調整について」を参照し、設定を確認してください。 
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9．仕 様 
 

1.機 能     

【MTX-70-42F】  

リファレンス信号 

・LINE DIRECT 

・EXT SUB 

 

・EXT DIRECT 

外部同期／ラインロックに対応しています。 

ラインロックで動作 

リファレンスロックで動作 

Vbus70 筐体のリファレンスバスからリファレンス信号を受信します 

リファレンスロックで動作 

REF IN コネクターからリファレンス信号を受信します。 

Vbus 筐体にリファレンス信号を供給する機能はありません。 

リファレンス信号未入力の状態では内部同期で動作します。 

GENLOCKポジション 

・MANUAL 

・MIN 

外部同期信号使用時、出力の位相を調節できます 

AVDL の引き込み範囲に注意して出力位相を調整します 

自動で AVDL の設定を行います 

映像とリファレンス信号の位相を見て、安定して引き込む最適値に自動設定 

します。 

動作モード 

 ・4x2 

 ・4x1 

 ・OAPV 

 ・OAPX （PV CROSS） 

 

 ・2ch 

 ・4KFS MAIN 

 ・4KFS SUB 

6 種類の動作モードがあります。 

非同期入力対応、4×2 のマトリックススイッチャーモードです。 

非同期入力対応、4×1 のセレクターモードです。出力は２系統あります。 

非同期入力対応、PV で映像を確認してから OA に送出するモードです。 

非同期入力対応、PV で映像を確認してから OA に送出するモードです。 

送出するタイミングで PV と OA の映像が入れ替わります。 

2 系統の FS、または AVDL として使用するモードです。混在も可能。 

4KFS として使用する場合の親機設定です。 

4KFS として使用する場合の子機設定です。 

クロスポイント設定 本体のメニュー操作でクロスポイントの設定が可能です。 

クロスポイントステータス表示 本体の表示器にクロスポイントの設定が間欠的に表示されます。 

プリセット クロスポイントの設定が 16 パターンプリセットされています。 

全てのマトリックスパターンがプリセットされています。 

起動時設定 

 

 

電源遮断時のクロスポイントの設定は、電源起動時に復元されます。 

設定により、電源起動時に任意のプリセットパターンを反映させることができ

ます。 

入力設定 

 ・AVDL 

 

 

 

 

 ・FS 

  

入力チャンネルごとに FS、AVDL のどちらかを選択できます。 

AVDL を設定します。入力信号が REF 信号に同期している条件で使用可能で

す。映像をフレーム遅延させたくないときに選択します。音声のトランジション

をカットに設定した場合、HANC、VANC のパケットは全て通過します。音声の

トランジションをフェード、ディゾルブに設定した場合、VANC は全て通過しま

すが、HANC は音声パケット 16ch のみ通過します。 

FS を設定します。入力信号が非同期の場合に設定します。また、前段にブラ

ンキングスイッチャー等を接続している場合、スイッチングによる音声ノイズ

を吸収させたい場合にも有効です。VANC上の字幕・局間制御パケットは通過

しますが、HANC は音声パケット 16ch のみ通過します。 

映像トランジション 

 

 ・CUT 

 ・FADE 

 ・DISSOLV 

映像切り替え時のトランジションを設定できます。トランジションタイムは OUT

タイム／IN タイムを個別に設定できます。 

カットチェンジです。 

黒味にフェードアウトした後、映像が切り替わりフェードインします。 

クロスフェードでチェンジします。 
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音声トランジション 

 ・CUT 

 

 

 ・FADE 

 ・DISSOLV 

映像のトランジション（CUT/FADE/DISSOLV）に合わせて音声も変化します。

カットチェンジです。 

音声のレベルが大きい時にカットチェンジすると、大きな切り替えノイズを伴う

ことがあります。 

無音にフェードアウトした後、音声が切り替わりフェードインします。 

クロスフェードでチェンジします。 

フリーズ 

 

設定により、入力信号断を検知してフリーズすることができます。フレームフ

リーズ機能を有効にすると、前段で非同期の入力信号がスイッチされた際の

映像ショックも軽減する効果もあります。インターレース信号の場合、フリーズ

時のフィールド／フレーム再生を選択できます。 

接点、RS-422、SNMP 制御で強制的にフリーズすることも可能です。 

Level A⇔B変換 動作フォーマットが 3G Level-A、B の 1080p/59、または 1080p/50 の時、入力

信号は動作フォーマットと同じフレームレートであれば 3G Level -A、B どちら

にも対応します。 

FANアラーム モジュール上にチップ FAN を搭載しており、動作不良の際は本体正面の表示

器で“FAN ERR”の警告、及び Vbus 筐体からモジュールアラームの接点出

力、SNMP によるトラップ発行があります。 

RS-422制御 RS-422 でクロスポイント、トランジション等の設定／制御ができます。クロス

ポイントステータス、トランジション完了ステータス等の取得も可能です。 

SNMP監視/制御 

 

 

SNMP で入力信号、リファレンス信号のステータス監視ができます。また、

SNMP 経由でクロスポイント、トランジション等の設定／制御／監視が可能 

です。 

GPI制御 接点の入出力が各4ch あります。フリーアサインで、任意の機能を割り当てる

ことができます。 

※マトリックス切り替えに使用する場合、接点数の制約のため全てのマト

リックスパターンを制御することはできません。全てのマトリックスを接点

で切り替えたい場合、GPI-70Bを併用します。 

拡張GPII制御（オプション） オプションの GPI-70B を使用すると、接点の入出力を各 16ch に拡張できま

す。全てのマトリックスパターン、プリセットパターンの切替えが可能です。

MTX-70-42F の RS-422 ポートを占有し、MTX-70-04 を経由して接続します。 

3G-SDI ペイロード スルー、上書きが選択できます。上書きするペイロードの内容は、

1080p/59/50、 Level A/B、1125Line、1920 サンプル、Ycbcr 4:2:2、10bit です。

3G Level-A⇔B 変換を行う際は、強制的にペイロードが上書きされます。 

 

【MTX-70P-42、MTX-70P-42L】 

クロスポイント設定 クロスポイントの切り換えは 8 個のスイッチでダイレクトに実行できます。 

REMOTE／LOCAL切り換え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力チャンネル毎にリモート／ローカルの設定ができます。 

スイッチの操作で、下記の四通りの設定が可能です。 

1. REMOTE ON、LOCAL OFF 

リモート制御のみで手動制御は不可です。 

2. REMOTE OFF、LOCAL ON 

手動制御のみで、RS-422 によるリモート制御は禁止します。 

3. REMOTE ON、LOCAL ON 

リモート制御、手動制御ともに有効です。 

4. REMOTE OFF、LOCAL OFF 

リモート制御、手動制御ともに禁止です。変更禁止設定です。 

これらの設定は、カスケードしている MTX-70P-42、MTX-70P-42L 全てに連動

します。 

STATUSランプ 

 

MTX-70-42F と接続して、操作可能状態の時緑色に点灯します。 

操作不能の時、橙色点滅します。 
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LOCKスイッチ 

 

MTX-70P-42,L の操作を禁止にします。カスケードしている、その他の

MTX-70P-42,L には連動しません。 

文字表示設定 デフォルトで入力ソースボタンに 1～8 の数字が表示されますので、工場出荷

状態でもご使用頂けます。ボタンエディットでスイッチの表示をカスタマイズす

ることで操作性が向上します。漢字は 2 行表示で最大8 文字。英数半角では、

16～18 文字程度まで表示可能です。 

ボタン発光色設定 

 

ボタンの発光色は、ボタンエディットを使用してカスタマイズできます。ボタン

の発光色の表示方法は二通りあります。 

1. 入力チャンネル毎に発光色を指定する方法 

入力チャンネル毎に発光色を指定した場合は、その入力チャンネルを選択

している出力チャンネルにも発光色が反映されます。 

2. 出力チャンネル毎に発光色を指定する方法 

出力チャンネル毎に発光色を指定した場合は、クロスポイントが変化しても

入力、出力チャンネルの発光色は変化しません。 

入力INHIBIT設定 

 

指定した入力ソースボタンの操作を抑制できます。誤って他系統の入力を選

択するのを防ぎます。 

カスケード機能 

 

一台の MTX-70-42F に対して、MTX-70P-42,L を最大8 台までカスケード接続

できます。操作は全て連動します。各 MTX-70P-42,L 間の接続は、3C2V の

ケーブルで 100M まで伸ばすことができます。 

エマージェンシーバイパス機能 

 

カスケード接続の際、中間の MTX-70P-42,L の電源が切れても、エマージェ

ンシーバイパス機能が働き、後段の MTX-70P-42,L の制御は可能です。 

パネルススイッチカバー（オプション） 

 

MTX-70P-42,L の OUTPUT1、または 2 の列に、誤操作防止用のスイッチカ

バーを付けることができます。 

 

 

 

【パネルスイッチカバー 装着イメージ】 

 

2.定 格 

【MTX-70-42F】                                    

入力信号 

・ REF IN 

 

・ SDI IN 1～4 

 

BBS、0.43Vp-p/75Ω、BNC 1 系統 

（または 3 値 SYNC、0.6Vp-p/75Ω、BNC） 

SMPTE424M、SMPTE292M  0.8Vp-p/75Ω、BNC 各1系統 

出力信号 

・ SDI OUT 1，2 

 

SMPTE424M、SMPTE292M  0.8Vp-p±10%/75Ω、BNC 各1 系統 

外部 I/F 

・ PANEL 

・ RS-422／GPI 

 

2Vp-p/75Ω、BNC 1系統  

Dsub-15(f)高密度タイプ、インチネジ 1系統  

映像フォーマット 1080p59.94/50 （3G Level-A/Level-B） 

1080p 24/23.98、1080psF24/23.98、1080i59/50 

リファレンスフォーマット 1080p 24/23.98、1080psF24/23.98、1080i59/50、525i、625i 

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 20～80%RH（ただし結露なき事） 

消費電力  3G-SDI：20VA（5V,4.0A）、HD-SDI：17.5VA（5V,3.5VA） 

質量 0.5kg   
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【MTX-70P-42、MTX-70P-42L】 

外部 I/F 

・ PANEL IN 

・ PANEL OUT 

 

2Vp-p/75Ω、BNC 1系統  

2Vp-p/75Ω、BNC 1系統  

動作温度 0～40℃ 

動作湿度 20～80%RH（ただし結露なき事） 

電源 AC100～240V±10%、50/60Hz  

消費電力  10VA  

質量 0.7kg 

外形寸法 200(W)×44（H）×87(D)mm（突起物含まず） 

 

3.性 能      

【MTX-70-42F】                                            

入力特性  

・ SDI IN 1～4 

分解能 

サンプリング周波数 

イコライザー特性 

反射減衰量 

 

 

10bit 

3G：148.35/148.50MHz 、HD：74.18/74.25MHｚ、 

3G：80M（5CFB）、HD-SDI：150M（5CFB） 

5MHｚ～1.485GHz,15dB 以上、1.485GHz～2.97GHz,10dB 以上 

出力特性 

・ SDI OUT 1，2 

分解能  

サンプリング周波数 

信号振幅 

反射減衰量 

 

立ち上がり/立ち下がり時間 

オーバーシュート 

DCオフセット 

ジッター特性 

アライメント 

タイミング 

 

 

10bit 

3G：148.35/148.50MHz 、HD：74.18/74.25MHｚ、 

0.8Vp-p±10%/75Ω 

3G：5MHｚ～1.485GHz,15dB 以上 /1.485GHz～2.97GHz,10dB 以上 

HD：5MHz～1.485 GHz,15dB 以上 

3G：135ps 以下(20%～80%間)、HD：270ps 以下(20%～80%間) 

10%以下 

0V±0.5V 

 

3G：0.3UI 以下、HD：0.2UI 以下 

1.0UI 以下 

映像入出力遅延 

・ AVDL設定 
（ゲンロックポジション＝最小遅延設定） 

・ FS設定 
（ゲンロックポジションH=0、V=0） 

 

HD：リファレンスロック時 約2μs / LINE ロック時 約2μs 

3G：リファレンスロック時 約1μs / LINE ロック時 約1μs 

入力信号が同期している場合は 1 フレーム遅延。 

入力信号が非同期信号の場合、約0.5～1.5 フレーム遅延 

音声入出力遅延 

・ AVDL設定 
（ゲンロックポジション＝最小遅延設定） 

・ FS設定 
（ゲンロックポジションH=0、V=0） 

 

全入力AVDL、かつトランジションがカット設定の場合、2μs以下 

FS混在、またはトランジションがFADEかDISSOLV設定の場合、約400μs 

1080p59.94：約16ms、1080p50：約20ms、1080i59.94：約33ms 

1080i50/1080p23/1080p24/1080psf23/1080psf24：約42ms 

エンベデッド音声 映像に同期した 48k サンプリング／24bit、16ch の音声に対応 

信号引き込み範囲 (AVDL) 

・ SDI IN 1～4 

 

約1H  ※3G Level B で動作時の引き込み範囲は約2H 

GPI /RS-422 

・ 接点入力 

・ 接点出力 

・ RS-422 I/F 

 

12mA最大定格 

60V/300mA最大定格 

TxD： 3.3V/MAX、RxD： -7.5V～12.5V 最大定格 

PANEL 100m/3C2V  カスケード接続時は個々のケーブル長を 100M まで補償 
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【MTX-70P-42、MTX-70P-42L】 

外部 I/F 

・ PANEL IN 

・ PANEL OUT 

 

 

100m/3C2V 

100m/3C2V 

※エマージェンシーバイパス機能は機械リレーを使用している関係で、連続し

て複数のパネルの電源が同時に切れた場合の動作保障は致しかねます。 

・ 最大カスケード接続台数 8台 

 

 

 

 

 

10．ブロック図 
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11．外形図 
 

【MTX-70P-42、MTX-70P-42L】 

 

 

※上図は MTX-70P-42 ですが、MTX-70P-42L も外形は同じです。 



 

 

 

 

本書に記載している商標 

Microsoft®、Windows®、および Windows® 7、Windows® 8.1、Windows® 10、Windows® 11 は、 

Microsoft Corporation の米国および他の国における登録商標です。 

その他本書中に記載されている会社名・製品名は、各社の商標または登録商標です。 
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本書の内容については、予告なしに変更する事がありますので予めご了承下さい。 


